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メディアでアクション　MEDIACTION
MEDIACTION は目白大学メディア学部の「社会連携プログラム」の愛称です。
メディア学部の学びの大きな特徴となっているのがこの「社会連携プログラム」で、2 年次から全員がこ

のプログラムに参加します。 メディア基礎演習 (2 年次 ) では、企画の立て方や調査手法、イベント実施の
シミュレーションなど活動を行う上で必要となる知識・技術を習得。メディア実践演習 (3・4 年次 ) では、
自治体や地域団体・企業など、学外のさまざまな組織と連携しながら活動します。さらに、インターンシッ
プ (2~3 年次 ) で就業体験を行い、卒業後のイメージを明確にしていきます。

メディアを学ぶ。社会とつながる。

現代社会におけるメディアの役割をより幅広く学べるように、テレビ、広告、新聞、雑誌、アニメなど
従来のメディアに加えて、イベント、動画配信、AR( 拡張現実 )・VR( 仮想現実 )、ウェブデザインなど近年、
注目を集めている領域に対応した科目を設置しています。

来るべきメディア社会を構想し、人間の生活にメディアを役立てていくことを目指しており、理論と実践
をバランスよく学ぶことを理念としています。常に何をするためのメディアなのか、メディアを利用する目
的は何か、いかなる社会貢献、変化を達成しようとしているのかを考えながら社会とつながり、メディアで
社会的アクションを起こしていき、よりよい社会をつくることを目指しています。

教室を飛び出し、メディアの力で社会に貢献

本冊子に掲載されているのは、そのさまざまな実例です。一読していただければ、各クラスが具体的にい
かなる MEDIACTION を実践しているか理解していただけるでしょう。また、最後の２つはインターンシッ
プの実例です。各記事には、参加した学生のコメントが載っており、加えてスマートフォンを QR コードに
かざして、その学生のインタビュー動画を観るためのウェッブサイトに接続できます。

※社会学部メディア表現学科は、2018 年 4 月にメディア学部メディア学科へ改組され、　2020 年 4 月の時点で、メディア表現学科は４年生の
みとなります。また、「クラス」というのは 10 人前後のクラスナール形式の授業で、メディア学部のメディア基礎演習やメディア実践演習は「ク
ラス」という名で統一されています。メディア表現学科の「クラス」として行われた実例も掲載されていますが、混乱を避けるために担任の先
生の名を冠して「何々クラス」と統一しました。
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牛山クラスが「大学生観光まちづくりコンテスト 2019 本選ポスターセッション」に出場！
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メディア表現学科の原克彦クラスが「Youth Enterprise Trade Fair」で 7 回目の受賞

「MEJImag」フリーペーパー大賞入賞..............................................................................8
メディア表現学科三上クラス制作の地域情報誌『MEJImag』が、日本タウン誌・フリーペーパー大賞 2018 のコ

ミュニティ・ライフスタイル部門で優秀賞受賞！

めじアニメチーム３位入賞.................................................................................................10
ASIAGRAPH Reallusion Award 2018 日本予選会でめじアニメチームが 3D 部門で 3 位入賞

ドローンを使った桜回廊の PV映像................................................................................12
メディア学科西尾クラスとさいたま市の共同制作・ドローンを使った、見沼田んぼの桜回廊の PV 映像のロング
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ピンクリボンデザイン大賞のコピー部門......................................................................14
「第 15 回ピンクリボンデザイン大賞」のコピー部門でファイナリストに選ばれました！

ロボット・ペッパーと落語のコラボ...............................................................................16
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聖地巡礼インターン...............................................................................................................18
メディア表現学科とメディア学科の学生が岐阜県の飛騨市観光協会で「聖地巡礼インターン」を行いました。

イベント業界インターン......................................................................................................20
メディア表現学科の「イベント業界インターン」が開始！

新型コロナで変わったこと.................................................................................................22
目白大学・各クラスからのメッセージ

目白大学生が見た新型コロナ.............................................................................................28
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学
生
コ
メ
ン
ト

「
大
学
生
観
光
街
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
2
0
1
9
」
へ
の

参
加
が
決
ま
っ
た
時
、
最
初
は

広
い
茨
城
県
の
ど
う
い
う
こ
と

を
ど
う
や
っ
て
特
集
す
る
か
か

な
り
不
安
で
し
た
。
で
す
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
て
い
っ

て
地
域
の
課
題
や
要
望
、
特
徴
や
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な
ど

色
々
聞
い
て
行
く
中
で
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
明
確
な
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

牛
山
ク
ラ
ス
で
は
普
段
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
今
回
の

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
、
及
び
本
戦
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

出
場
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
活
動
に
も
繋
が
る
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
茨
城
県
ま
で
実
際
に
行
っ
て
調
査
を
す
る
の
は
大

変
で
し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
視
野
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

深
く
知
ら
な
い
初
め
て
の
場
所
で
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
と

触
れ
合
え
た
こ
と
は
本
当
に
貴
重
な
学
び
で
し
た
。

牛山クラスが「大学生観光まちづくりコンテスト 2019 本選ポスターセッション」に出場！

大学生観光まちづくりコンテスト 2019

Ushiyama Class

的
な
提
灯
と
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
最
新
技
術
を
融
合
さ
せ
る
こ

と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
促
す
企
画
も
提
案
し
ま
し
た
。

関
東RiverCycRing

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
選
出

さ
れ
た
「
チ
ー
ム
ペ
ダ
ル
」（
3
名
）
の
テ
ー
マ
は
、「
よ
く

学
び
、
よ
く
遊
ぶ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」。
千
葉
県
野
田
市
役
所
へ
の

2
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
元
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
市
内
へ
周
遊
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
2
つ
の
プ
ラ
ン
を
企
画
。
親
子
で
楽
し
め
る
よ

う
に
、
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
使
い
市
内
の
名
所
を
周
遊
す

る
サ
イ
ク
ル
ラ
リ
ー
と
、
ラ
ン
・
バ
イ
ク
・
野
田
市
ク
イ
ズ

の
3
つ
で
順
位
を
競
い
合
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
提
案
し
、

駅
広
告
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
場
に
集
ま
っ
た
聴
衆
に
向
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
経
験
ば
か
り

で
し
た
が
、実
際
に
現
地
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
中
で
、メ
デ
ィ

ア
表
現
学
科
で
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
社
会
で
活
か
せ
る
の

か
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
は
、
大
学

生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
調
査
・
分
析
を
行

い
、
新
し
い
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
競
い

合
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
２
０
１
１
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
参
加
チ
ー
ム
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
茨
城
、
北
陸
、
長
崎
の
し
ま
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

関
東RiverCycRing

の
5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

牛
山
ク
ラ
ス
は
、
茨
城
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
関
東

RiverCycRing

の
、
3
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
エ
ン
ト

リ
ー
。
そ
の
う
ち
2
チ
ー
ム
が
本
選
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
ス
テ
ー
ジ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ

た
「
チ
ー
ム
メ
ジ
ら
き
」（
4
名
）
の
テ
ー
マ
は
、「M

ake 
Up #

Ｎ
Ｅ
Ｏ
茨
城
」。
入
込
客
数
が
少
な
い
県
南
地
域
に
着

目
し
、
茨
城
県
を
模
し
た
小
さ
な
茨
城
（#

Ｎ
Ｅ
Ｏ
茨
城
）

を
考
案
し
ま
し
た
。
観
光

客
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民

に
そ
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
元
に
、
地
域
の

歴
史
や
伝
統
的
な
お
祭
り

を
核
と
し
た
周
遊
プ
ラ
ン

を
企
画
。さ
ら
に
、メ
デ
ィ

ア
表
現
学
科
で
学
ん
で
き

た
知
識
を
活
用
し
、
伝
統

牛山
クラス

参
加
し
た
学
生
た
ち
の
感
想

◎
実
際
に
現
地
調
査
に
行
き
、
取
材
を
通
し
て
地
域
の

人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
。
茨
城
県
ま
で
行
く
こ
と

は
大
変
で
し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は
触
れ
ら
れ
な

い
よ
う
な
こ
と
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
視
野
が
さ
ら

に
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◎
茨
城
県
の
現
状
を
様
々
な
点
か
ら
調
査
・
分
析
し
、

課
題
を
発
見
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

◎
初
め
て
こ
こ
ま
で
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
ん

だ
が
、「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
な
に
？
」
か
ら
始
ま
り
、

い
ろ
い
ろ
考
え
プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。

◎
企
画
側
の
意
図
や
想
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
プ
ラ
ン

を
よ
り
よ
く
す
る
に
は
参
加
者
の
立
場
に
立
っ
て
み

て
考
え
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

◎
企
画
立
案
は
、
た
わ
い
な
い
会
話
の
中
か
ら
生
ま
れ

る
ひ
ら
め
き
が
、
よ
り
面
白
く
楽
し
そ
う
な
企
画
へ

と
繋
が
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

◎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
チ
ー
ム
で
進
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

動画はこちら

発表ギリギリまでリハーサルを繰り返す
学生たち（茨城ステージ）

ポスターセッション会場の様子（茨城ステージ）

ポスターセッション発表を行う学生たち
（関東 RiverCycRing ステージ）

ポスターセッションの内容
（関東 RiverCycRing ステージ）

本選会場となった
さいたま新都心合同庁舎

（関東 RiverCycRing ステージ）

9 月 18 日（水）と 20 日（金）に、牛山佳菜代クラスに所属する社会学部メディア表現学科の学生が
「大学生観光まちづくりコンテスト 2019 本選ポスターセッション」に出場しました！

クラス長　入山 優也さん
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今
回「Youth Enterprise Trade Fair

」で
出
展
し
た「
め

じ
ら
ぼ
」
は
、
約
半
年
の
準
備
期
間
を
い
た
だ
い
て
ク
ラ
ス
生

全
員
で
制
作
し
ま
し
た
。工
夫
し
た
点
は
、体
験
型
の
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー

ム
に
す
る
こ
と
で
、
小
さ
い
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
は
個
人
で
の
制
作
で
し
た
が
、
こ
の
「
め
じ

ら
ぼ
」
は
ク
ラ
ス
生
全
員
で
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
京
都

大
学
で
出
店
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
ま
で
の
課
題

と
は
違
い
、
期
限
ま
で
に
必
ず
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
責
任
を
よ
り
感
じ
ま
し
た
。
本
来
の
計
画
通
り
に
作
業

が
進
ま
ず
苦
戦
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
生
全
員

で
助
け
合
い
な
が
ら
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も

よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
12
月
2
日
（
日
）
に
京
都
大
学
の
百
周
年
時

計
台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
「Youth Enterprise Trade 

Fair 

２
０
１
８
」
に
、
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
の
原

克
彦
ク
ラ
ス
の
学
生
12
名
が
メ
デ
ィ
ア
活
用
ゲ
ー
ム
研
究
開

発
会
社
「
め
じ
ら
ぼ
」（
仮
想
会
社
）
を
出
展
し
ま
し
た
。

「Youth Enterprise Trade Fair

」
の
開
催
は
今
回
で
18

回
目
を
迎
え
、
原
ク
ラ
ス
は
11
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
起
業
に
向
け
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
起
業
家
的
行
動
能
力
）
を
発
揮
で
き
る
若
者
を
育
成
す

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
毎
回
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

約
30
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
起
業
事
業
の
目
的
や
事

業
内
容
、
広
報
戦
略
、
出
資
計
画
を
は
じ
め
、
社
会
貢
献
度
、

地
域
と
の
連
携
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
当
日
の
出
展
内
容
、
接

客
態
度
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
総
合
的
に
審
査
さ

れ
ま
す
。
原
ク
ラ
ス
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
実
際
に
起

業
す
る
な
ら
応
援
し
た
い
チ
ー
ム
」
に
贈
ら
れ
る
異
能
工
房

賞
を
受
け
、
他
の
入
賞
歴
を
含
め
7
回
目
の
入
賞
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
身
近
な
環
境
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
子
ど
も
が

リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
将
来
に
向
け
て
他
の

環
境
問
題
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
を
狙
い
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

や
商
品
を
提
供
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
技
術
を
用
い
て
、
仮
想
空
間
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
左
右
の
手
に
持
っ
た
機
器
で
集

め
る
と
い
う
街
中
で
の
ご
み
収
集
の
体
験
や
、
集
め
た
ご
み

を
実
空
間
で
実
際
に
分
別
す
る
体
験
を
し
た
後
、
絵
本
を
用

い
て
分
別
内
容
の
理
解
を
行
い
、
最
後
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を

利
用
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
の
流
れ
を
確

認
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
Ｖ
Ｒ

映
像
、絵
本
、ゲ
ー

ム
は
ク
ラ
ス
で
開

発
し
、
小
学
生
か

ら
年
配
の
方
ま
で

１
０
０
名
を
超
え

る
皆
さ
ん
が
体
験

し
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
、「
今
後
も
新
し
い
商
品
開
発
を
行
い
、

来
年
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
特
別
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。

Youth Enterprise Trade Fair
メディア表現学科の原克彦クラスが「Youth Enterprise Trade Fair」で 7 回目の受賞

Hara Class

原 
クラス

学
生
コ
メ
ン
ト

原
ク
ラ
ス
の
主
な
活
動
は
、
子
供
向
け
の
教
材
な
ど
の
制
作

で
す
。
ク
ラ
ス
生
全
員
で
一
つ
の
も
の
を
制
作
す
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
す
べ
て
自
分
一
人
で
制
作
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原

先
生
は
メ
デ
ィ
ア
関
係
全
般
に
詳
し
い
の
で
、
ク
ラ
ス
活
動
で

は
基
本
的
に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
自
分
の
発
想
で
は
な
か
っ
た
考
え
な
ど
、
い
つ

も
プ
ラ
ス
に
な
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
の
で
、
原
ク
ラ

ス
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

動画はこちら

ポスターセッション会場の様子（茨城ステージ）

子どもや大人であふれるブース

【受賞歴】（2014 年は不参加）

賞 イベント名および仮想企業名

異能工房賞 トレードフェア 2018 企業名「めじらぼ」

異能工房賞 トレードフェア 2017 企業名「あらーむ」

異能工房賞 トレードフェア 2015 企業名「まな boo」

特別賞 トレードフェア 2013 企業名「パズけん」

異能工房賞 トレードフェア 2012 企業名「あそびラボ」

京都工業会賞 トレードフェア 2011 企業名「アジカル」

京都商工会議所賞 トレードフェア 2010 企業名「MANABEE」

VR でゴミを拾い集めている子ども

リサイクルの手順をゲームで確認している子どもたち

天野 駿さん
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に
、
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
工

程
を
こ
な
す
こ
と
を
第
一
と

し
、
意
味
合
い
な
ど
が
変
わ
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
記
事

を
書
く
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
各
自
に

振
り
分
け
ら
れ
た
記
事
を
最
後
ま
で
担
当
す
る
た
め
、
一
つ
の

記
事
に
対
す
る
責
任
も
大
き
く
大
変
で
し
た
が
、
そ
の
分
出
来

上
が
っ
た
記
事
に
自
分
の
名
前
が
入
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「M

EJIm
ag

」
作
成
を
通
し
て
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

る
こ
と
や
一
か
ら
記
事
を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
が
、
そ
の
分
出
来
上
が
っ
た
記
事
を
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
ら
え
る
と
い
う
何
も
の
に
も
変
え
難
い
喜
び
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
所
属
す
る
三
上
ク
ラ
ス
は
、
自
分
た
ち
の
持
ち

寄
っ
た
ネ
タ
を
記
事
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
、
と
て
も

専
門
的
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
ク
ラ
ス
で
す
。

今
回
の
「M

EJIm
ag

」
作
成
を
は
じ
め
と
し
た
、
三
上
ク
ラ

ス
で
の
活
動
は
将
来
に
役
立
つ
大
き
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
下
の
学
年
の
ク
ラ
ス
生
に

も
繋
い
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

三
上
義
一
ク
ラ
ス
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
制

作
を
行
っ
て
い
る
地
域
情
報
誌
「M

EJIm
ag

（
め
じ
マ
ガ

ジ
ン
）」
が
、「
日
本
タ
ウ
ン
誌
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
大
賞

２
０
１
８
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
部
門
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「M
EJIm

ag

」
は
、
毎
号
、
西
武
信
用
金
庫
の
支
店
が
あ

る
商
店
街
お
よ
び
そ
の
近
辺
を
特
集
し
て
お
り
、
街
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
自
分
た
ち

で
企
画
を
立
て
、
商
店
街
に
あ
る
飲
食
店
や
付
近
の
文
化
施

設
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取
材
し
、
編
集
ま
で
行
い
ま
す
。
毎

号
３
０
０
０
部
を
発
行
し
、
西
武
信
用
金
庫
と
連
携
し
て
配

布
し
て
お
り
、
街
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
日
本
タ
ウ
ン
誌
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
大
賞
」
は
、
一
般

社
団
法
人
日
本
地
域
情
報
振
興
協
会
（NiCoA

）
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
、
各
地
の
タ
ウ
ン
誌
や
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
参
加
す
る
媒
体
を
誌
面
の
ク
オ

リ
テ
ィ
や
読
者
の
支
持
率
な
ど
多
彩
な
視
点
か
ら
審
査
し
、

評
価
の
高
い
媒
体
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
過
去
に
は
、「
目
白
大
学
新
聞
」
が

タ
ブ
ロ
イ
ド
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
今
回
「M

EJIm
ag

」
が
受

賞
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
部
門
は
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
中
心
に
、
そ
の
地
域
の
人
々
へ
の
有

益
な
情
報
に
関
し
て
、
企
画
や
表
現
力
に

優
れ
て
い
る
媒
体
に
与
え
ら
れ
る
賞
で

す
。

編
集
長
の
三
上
ク
ラ
ス
3
年
・
田
代
梨
紗
さ
ん
は
「
初
め

て
の
雑
誌
制
作
で
、
戸
惑
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
協
力
し
て
良
い
も
の
を
作
り
、
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
糧
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
、
同
じ
く
編
集
長
の
3
年
・
廣

瀬
瑞
華
さ
ん
は
「
初
め
て
で
大
変
な
作
業
ば
か
り
で
し
た
が
、

田
代
さ
ん
と
二
人
で
協
力
し
な
が
ら
（
編
集
長
の
仕
事
に
）

挑
み
ま
し
た
。
今
回
優
秀
賞
を
取
れ
た
の
も
取
材
に
尽
力
し

た
皆
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
も
感
謝
し
、
こ
の
受
賞
を
生
か
し
て
次
は
目
白
大

学
新
聞
を
よ
り
認
知
し
て
も
ら
う
よ
う
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
今
後
の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
発
行
人
・
メ
デ
ィ
ア
学
科
長
の
三
上
教
授
は
「
今

回
の
受
賞
は
腕
を
磨
き
、
技
を
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
々

の
こ
だ
わ
り
に
注
目
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
冊
丸
ご
と
特
集
を
組
み
、
伝
統
芸
能

か
ら
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
ま
で
取
材
し
た
こ
と
が
功

を
奏
し
た
の
で
し
ょ
う
。
今
後
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ン
グ
ル
で

街
や
地
域
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

「M
EJIm

ag

」
４
号
、
学
生
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
ベ
ス
ト
6
に
！

三
上
ク
ラ
ス
生
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
し
た

「M
EJIm

ag

」
4
号
が
、
学
生
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
（Student Freepaper Forum

 SFF 2019

）
の
コ
ン
テ

「MEJImag」フリーペーパー大賞入賞
メディア表現学科三上クラス制作の地域情報誌『MEJImag』が
日本タウン誌・フリーペーパー大賞 2018 のコミュニティ・ライフ
スタイル部門で優秀賞受賞！

Mikami Class

ス
ト
で
、
37
誌
中
（
参
加
50
団
体
）
ベ
ス
ト
6
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｅ
Ｆ
（Student Freepaper Forum

）」
は
大
学
生

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、
日
本
最
大
級

の
学
生
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
祭
典
を
年
1
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
祭
典
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生
が
自
ら

制
作
し
た
雑
誌
を
出
展
、
交
流
し
ま
す
。
そ
れ
に
際
し
て
コ

ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、「M

EJIm
ag

」
は
1
次
審
査
を
通

過
。
他
に
選
ば
れ
た
5
誌
と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
12
月
8

日
（
日
）、
会
場
と
な
っ
た
神
保
町
テ
ラ
ス
ス
ク
エ
ア
で
最

終
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

惜
し
く
も
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
一
次
審
査

を
通
過
し
た
際
、
一
人
の
審
査
員
か
ら
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
読
み
物
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
の
は

『M
EJIm

ag

』
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
な
ん
か
オ
シ
ャ
レ
と

か
今
ど
き
だ
と
か
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

普
通
に
読
み
や
す
い
し
、
す
ご
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
と

三上
クラス

思
い
ま
し
た
」

「M
EJIm

ag

」
の
編
集
長
・
山
崎
友
利
花
さ
ん
（
メ
デ
ィ

ア
表
現
学
科
４
年
）
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
当
日
は
最
終
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

豪
華
な
審
査
員
の
方
や
お
客
さ
ん
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。「M

EJIm
ag

」

や
「
目
白
大
学
新
聞
」
の
魅
力
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
向
け

て
話
す
こ
と
が
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。

で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
見
ま

し
た
！
」
と
直
接
言

わ
れ
、
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
も
好
評
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
同
じ
世
代
の
人
た
ち
と
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

に
つ
い
て
話
す
機
会
も
あ
り
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
、
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
」

学
生
コ
メ
ン
ト

今
回
「
日
本
タ
ウ
ン
誌
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
大
賞

２
０
１
８
」
で
賞
を
頂
い
た
「M

EJIm
ag

」
は
ネ
タ
集
め
、取
材
、

ア
ポ
イ
ン
ト
な
ど
担
当
学
年
の
ク
ラ
ス
生
全
員
で
一
か
ら
記
事

を
制
作
し
ま
し
た
。
制
作
期
間
は
と
に
か
く
締
め
切
り
ま
で

動画はこちら

MEJImage Vol.3 表紙

MEJImage Vol.4 表紙

山崎編集長が最終審査で
審査委員からの質問に答える

山崎 友利花さん
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経
験
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
の
お
題
と
し
て
前
回
は
「
記
憶
」
で
今
回
が
「
涙
」

だ
っ
た
の
で
す
が
、
二
つ
を
比
べ
て
み
る
と
涙
の
方
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
ど
う
調
理
し

て
み
よ
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

大
会
に
つ
い
て
は
、
三
人
で
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
お

い
て
本
番
に
お
題
を
知
っ
て
か
ら
前
も
っ
て
作
っ
て
お
い

た
シ
ー
ン
一
つ
一
つ
を
当
て
は
め
て
い
き
、
こ
の
シ
ー
ン

は
こ
の
人
物
が
必
要
で
こ
の
シ
ー
ン
は
こ
の
背
景
が
必
要

だ
と
い
う
よ
う
に
考
え
な
が
ら
映
像
を
作
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
三
人
の
得
意
分
野
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
私
は
作

る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
背
景
を
作
り
、
ひ
と
り
が
コ
メ

デ
ィ
調
な
動
き
が
得
意
だ
っ
た
の
で
人
物
を
作
り
、
も
う

ひ
と
り
は
映
像
編
集
が
得
意
だ
っ
た
の
で
そ
の
方
は
音
声

や
最
後
の
ま
と
め
を
担
当
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
実
力
は
出
し
切
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

回
の
失
敗
点
を
踏
ま
え
て
前
よ
り
も
い
い
作
品
が
作
れ
た

こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
本
戦
に
出
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
賞
を
取
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と

つ
で
す
。
前
回
の
リ
ベ
ン
ジ
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
た
た

め
、
前
回
よ
り
良
い
成
績
が
残
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。

Washio Class

「
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
を
思
い
切
り
作
り
た
い
」
と
い
う
想
い
を

持
っ
た
学
生
が
集
結
し
た
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「
め
じ
ア
ニ

メ
」。
今
回
、
２
０
１
８
年
5
月
25
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
たASIAGRAPH Reallusion Aw

ard 
2018

の
日
本
予
選
会
（
東
京
会
場
）
の
３
Ｄ
部
門
に
、「
め

じ
ア
ニ
メ
」
か
ら
は
2
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
、
社

会
学
部
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
の
3
年
生
、
鈴
木
渉
さ
ん
、
阿

部
竜
也
さ
ん
、田
中
貴
大
さ
ん
に
よ
る
「
チ
ー
ム
Ｓ
Ａ
Ｔ
」
が
、

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ASIAGRAPH Reallusion Aw
ard

は
、
大
学
・
専
門
学

校
に
通
う
学
生
が
、
48
時
間
で
３
Ｄ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

品
を
完
成
さ
せ
て
競
い
合
う
、
国
際
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
日
本
予
選

会
か
ら
は
上
位

2
チ
ー
ム
が
台

湾
で
開
催
さ
れ

る
本
選
に
出
場

で
き
る
と
い
う

こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
。
め
じ
ア
ニ

メ
は
前
年
も
同

コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
お
り
、

2
年
連
続
の
出

場
で
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト

当
日
に
課
題

が
発
表
さ
れ
る

た
め
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
発

表
さ
れ
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
、

学
生
は
素
材
集

め
や
機
器
の
設

定
な
ど
の
準
備

を
進
め
、
や
る

気
と
緊
張
を
胸

に
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。
日
本

予
選
会
に
は
東

京
会
場
・
名
古

屋
会
場
合
わ
せ

て
全
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
会
場
で
当
日
発
表

さ
れ
た
テ
ー
マ
は
「
涙
」。
各
チ
ー
ム
48
時
間
と
い
う
非
常

に
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
ア
イ
デ
ア
を
練
り
、
絵
コ
ン
テ

を
描
き
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
作
品
を
制
作
。
め
じ
ア
ニ
メ

は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
余
裕
あ
る
ペ
ー
ス
で
作
品
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
る
の
は
予
選
会
か
ら
数
週
間
後
。

学
生
は
首
を
長
く
し
て
結
果
発
表
の
日
を
待
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
、
迎
え
た
結
果
発
表
の
日
。
な
ん
と
、
チ
ー
ム
Ｓ
Ａ
Ｔ

は
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
東
京
会
場
、
さ
ら
に
は
出
場
大
学

の
中
で
は
１
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
健
闘

ぶ
り
が
た
た
え
ら
れ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
を
獲
得
。
今
回
、
惜

し
く
も
本
選
出
場
権
は
逃
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
学
生
は
、

「
あ
と
一
歩
、
決
勝
進
出
に
届
か
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す

（
鈴
木
さ
ん
）」「
全
力
で
制
作
に
取
り
組
ん
だ
の
で
、
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
（
阿
部
さ
ん
）」「
も
し
、
次
回
出
ら
れ

た
ら
、
次
こ
そ
は
台
湾
（
本
選
）
を
目
指
し
た
い
で
す
（
田

中
さ
ん
）」
と
、
充
実
感
に
溢
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

ASIAGRAPH Reallusion Award 2018 日本予選会でめじアニメチームが 3D 部門で 3 位入賞

めじアニメチーム３位入賞

鷲谷
クラス

学
生
コ
メ
ン
ト

今
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
の
は
、
ク
ラ
ス
を
決
め
る
時
に

最
も
そ
の
先
生
の
授
業
を
受
け
て
い
た
の
で
、
知
っ
て
い

る
先
生
の
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
こ
と
が
安
心
で
き
る
な
と

い
う
理
由
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
で
選
択
す
る
こ

と
も
ひ
と
つ
の
手
か
な
と
い
う
こ
と
で
そ
う
し
ま
し
た
。

C
G
ア
ニ
メ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
大

会
を
通
じ
て
で

す
。
ま
た
、
出

場
を
決
め
た
理

由
は
先
生
か
ら

紹
介
が
あ
り
、

面
白
そ
う
だ
な
、

動画はこちら

東京会場の閉会式にて記念撮影中のめじアニメメンバー
（前列・左から遠藤友規さん、阿部竜也さん、

鈴木渉さん、田中貴大さん）

チーム SAT が制作した作品「Battle Cry」の 1 シーンチーム SAT が制作した作品「Battle Cry」の 1 シーン

チーム SAT が制作した作品「Battle Cry」の 1 シーン

鈴木 渉さん
主催者・Christopher Chen 氏による開会式挨拶の様子
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い
と
こ
ろ
で
す
。

ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で

と
に
か
く
練
習
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
あ
り
、
第
一
体
育
館

と
第
二
体
育
館
を
使
っ
て
飛
ば
す
練
習
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
撮
影
は
10
時
間
の
練
習
時
間
を
確
保
し
な
い
と
外
で

飛
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
必
死
に
な
っ
て
頑
張
り
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
先
生
に
画
角
や
構
図
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
で
も
レ
バ
ー
を
前
に
す
る
と
凄
く
勢
い
よ

く
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
か
な
り
神
経
を
使
っ
て
飛
ば

さ
な
い
と
い
け
な
い
所
が
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
難
し
い
点
で
し

た
。ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
て
撮
影
す
る
と
い
う
こ
と
は
前
か
ら
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
桜
を
真
上
か
ら
撮
影
で
き
る
こ
と

は
貴
重
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
実
際
に
撮
影
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
就
活
の
時
に
ド
ロ
ー
ン
撮
影
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

時
に
「
ド
ロ
ー
ン
や
っ
た
ん
だ
！
す
ご
い
ね
！
」
と
映
像
を
見

な
が
ら
面
接
官
の
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Nishio Class

学
生
コ
メ
ン
ト

も
と
も
と
テ
レ
ビ
の
番
組
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
専
門
の
授
業
が
少
く
、
将
来
番
組
を
作
る
業
界

に
入
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
を
不
安
に
感
じ

て
い
た
の
で
、
映
像
制
作
を
行
う
ク
ラ
ス
で
将
来
を
確
か

め
た
く
て
こ
の
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
し
た
。

西
尾
ク
ラ
ス
は
、
め
じ
T
V
と
い
う
奈
良
県
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
番
組
を
作
る
こ
と
が
主
な

活
動
で
す
。
み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
も
の
を
作
る
と
い
う
面

白
さ
が
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
楽
し
い

で
す
。
一
緒
に
協
力
し
て
何
か
を
作
る
と
い
う
面
が
面
白

西
尾
典
洋
ク
ラ
ス
と
さ
い
た
ま
市
が
共
同
で
、
見
沼
田
ん

ぼ
の
桜
回
廊
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
P
V
映
像
を
制
作

し
ま
し
た
。

見
沼
田
ん
ぼ
の
桜
回
廊
は
、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
を
流
れ

る
見
沼
代
用
水
沿
い
に
全
長
２
０
ｋ
ｍ
以
上
続
く
桜
並
木
で
、

桜
の
下
を
歩
け
る
も
の
と
し
て
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
ま

す
。今

回
、
そ
の
桜
回
廊
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
す
る
に
あ
た
り
、

西
尾
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
は
２
０
１
９
年
２
月
か
ら
自
主
的

に
ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
練
習
を
ス
タ
ー
ト
。
同
年
３
月
に
現
地

で
よ
く
演
習
を
行
い
、
桜
が
見
頃
を
迎
え
た
４
月
２
日
、
５

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
撮
影
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
制
作
し
た
P
V
映
像
に
つ
い
て
、

5
月
28
日
（
火
）
に
そ
の
シ
ョ
ー
ト
V
e
r
.
の
公
開
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
ロ
ン
グ
V
e
r
.
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

制
作
し
た
動
画
は
、
さ
い
た
ま
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
さ
い
た
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
さ

い
た
ま
市
の
S
N
S
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
公
共
施

設
な
ど
で
投
稿
・
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
尾
ク
ラ
ス

が
制
作
す
る
番
組
「
め
じ
T
V
」
で
も
、
今
回
の
動
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
作
過
程
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西尾
クラス

ドローンを使った桜回廊の PV 映像
メディア学科西尾クラスとさいたま市の共同制作・ドローンを使った

見沼田んぼの桜回廊の PV 映像

動画はこちら

阿部 広奈さん（左）・村上 優美さん（右）



Page 15 Page 14

検
索
し
て
い
く
な
か
で
面
倒
く
さ
い
と
か
色
々
あ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
僕
が
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
の
が
怖
い
と
い
う

印
象
で
す
。

も
し
乳
が
ん
検
診
で
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
怖

い
と
い
う
の
が
、
女
性
が
乳
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
の
が
少
な

い
理
由
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
、
検
診
に
行
き
や
す
く
な
る

よ
う
に
コ
ピ
ー
を
考
え
ま
し
た
。

今
回
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
に
取
り
組
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
た
の
は
、
乳
が
ん
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
年
々
上
昇
し
て
い
て
、
日
本
だ
と

２
０
１
６
年
で
は
女
性
は
４
４
.
6
％
の
人
が
受
診
し
て
い
ま

す
。で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
は
約
80
％
の
人
が
受
診
し
て

い
て
、
日
本
の
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
。

あ
と
、
日
本
の
女
性
は
12
人
に
一
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
て
意
外
に
多
い
ん
で
す
。

ま
た
、
早
期
発
見
す
れ
ば
再
発
も
あ
ま
り
せ
ず
、
乳
房
を
切

除
せ
ず
に
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と
な
ど
、
全
体
的

に
乳
が
ん
に
対
す
る
知
識
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
後
は
身
の
回
り
の
女
性
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
受
診
率
を

上
げ
ら
れ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

学
生
コ
メ
ン
ト

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
に
応
募
し
た
の
は
、
石
川

先
生
の
提
案
で
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
広
告
系
な
の
で
、
一
年
を
通
し
て
何

か
し
ら
の
広
告
系
、
例
え
ば
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
か
A
C

の
学
生
の
C
M
コ
ン
テ
ス
ト
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
を
積

極
的
に
応
募
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
今

回
応
募
し
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
、
僕
は
男
性
な
の
で
女
性
が
抱
え
る
乳
が
ん
に
対
す
る

印
象
と
い
う
の
が
な
か
な
か
掴
め
な
か
っ
た
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
僕
の
女
友
達
と
か
家
族
に
も
乳
が
ん
を
ど
う

思
っ
て
る
か
聞
い
た
り
と
か
、
今
だ
とTw

itter

と
か
で
も

乳
が
ん
っ
て
調
べ
た
ら
色
々
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
で
検

索
し
て
み
た
り
も
し
ま
し
た
。

Ishikawa Class

石川
クラス

2
0
1
9
年
10
月
1
日
（
火
）
に
発
表
さ
れ
た
「
第
15

回
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」
で
、
石
川
透
ク
ラ
ス
に

所
属
す
る
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
の
学
生
が
コ
ピ
ー

部
門
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識
を
広
め
、
乳

が
ん
検
診
の
早
期
受
診
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
世
界
規
模
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

石
川
ク
ラ
ス
3
年
生
の
活
動
で
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
第
15
回
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大

賞
」
に
作
品
を
応
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
森
田
大

輔
さ
ん
が
コ
ピ
ー
部
門
で
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

入
り
ま
し
た
。

乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
の
11
人
に
ひ
と
り

が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
で
あ

れ
ば
9
0
%
以
上
が
治
る
病
気
で
す
。
た
だ
、

日
本
の
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
先
進
国
の
中
で

も
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
年
々
死
亡
率
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
す
。

今
回
応
募
し
た
森
田
さ
ん
の
作
品
は
、「
な

き
ゃ
な
い
で
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」。

自
分
は
き
っ
と
大
丈
夫
、
ま
だ
検
診
に
行
か

な
く
た
っ
て
い
い
、
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、

検
診
の
結
果
乳
が
ん
が
「
な
い
」
こ
と
が
わ
か

れ
ば
安
心
は
大
き
い
。
安
心
を
発
見
す
る
た

め
に
も
検
診
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
若
者
ら
し
い
リ
ア
ル
な
言
葉
で
訴
え

ま
し
た
。

コ
ピ
ー
部
門
に
は
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
1
万
7
8
8
6

点
の
応
募
が
あ
り
、
森
田
さ
ん
の
作
品
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
1

点
、
優
秀
賞
2
点
、
入
選
2
点
に
次
ぎ
、
最
終
審
査
に
残
っ

た
12
点
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。
石
川
ク
ラ
ス
で
は
、
今
後

も
社
会
の
課
題
に
言
葉
や
ア
イ
デ
ア
で
で
き
る
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

第
15
回　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
に
つ
い
て

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
効
果
的
な
ツ
ー

ル
は
な
い
だ
ろ
う
か
…

そ
ん
な
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

デ
ザ
イ
ン
大
賞
で
す
。

乳
が
ん
の
正
し
い
知
識
や
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
伝
え
、

検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ピ
ー

を
公
募
し
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を
実
際
に
ポ
ス
タ
ー
に
し

て
、検
診
機
関
や
病
院
に
掲
示
し
た
り
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
含
む
交
通
広
告
や
雑
誌
広
告
と
し
て
活
用
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

毎
年
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

15
回
目
の
昨
年
、
応
募
総
数
は
ポ
ス
タ
ー
部
門
9
1
9

点
、
コ
ピ
ー
部
門
1
7
8
8
6
点
と
2
0
1
8
年
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

※
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
ら
引
用 

http://w
w

w.pinkribbonfestival.jp/

ピンクリボンデザイン大賞のコピー部門
「第 15 回ピンクリボンデザイン大賞」のコピー部門でファイナリストに選ばれました！

森田 大輔さん

なきゃないで、いいじゃないか

動画はこちら
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い
る
人
も
い
ま
し
た
。
私
は
平
山
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
、
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
く

れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
他
の
ク
ラ
ス
は
割
と
決
め
ら

れ
た
も
の
を
や
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
平
山
ク
ラ
ス
は

本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の

で
と
て
も
自
由
で
す
。

　

私
た
ち
が
行
な
っ
た
「
ペ
ッ
パ
ー
落
語
会
」
は
、
割

と
ス
ム
ー
ズ
に
事
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
唯
一
う

ま
く
出
来
な
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
宣
伝
で
す
。「
ペ
ッ

パ
ー
落
語
会
」
は
高
齢
者
施
設
で
行
な
い
、
そ
こ
の
施
設

に
い
る
人
た
ち
は
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
の
一
般
の
方
や
若
者
に
全
然
宣
伝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
人
を
集
め
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
。
今
回
こ
の
企
画
を
や
り
終
え
て
得
た

こ
と
は
、
宣
伝
や
広
告
の
大
切
さ
で
す
。「
ペ
ッ
パ
ー

落
語
会
」
を
宣
伝
す
る
に
当
た
り
S
N
S
や
大
学
の

T
w
i
t
t
e
r
す
ら
も
駆
使
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

宣
伝
す
る
た
め
に
は
、
S
N
S
な
ど
を
利
用
し
て
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
ら
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

自
分
で
何
か
や
り
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
人
は

ぜ
ひ
平
山
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
欲
し
い
で
す
。

学
生
コ
メ
ン
ト

平
山
ク
ラ
ス
で
は
基
本
的
に
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て

良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
企
画
書
を
先
生
に
提
出
し
、
許
可
を
も
ら
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、私
た
ち
は
「
ペ
ッ
パ
ー
落
語
会
」
を
行
い
、

他
の
人
は
神
楽
坂
に
あ
る
商
店
街
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
山

先
生
は
も
と

も
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を

教
え
て
い
た

の
で
そ
れ
に

関
す
る
こ
と

を
行
な
っ
て

Hirayama Class

平
山
ク
ラ
ス
で
は
２
０
１
９
年
6
月
22
日
、
高
齢
者
福
祉

施
設
神
楽
坂
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
「
ペ
ッ
パ
ー
落
語
と

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
会
」を
主
催
し
た
。ロ
ボ
ッ
ト
の
ペ
ッ

パ
ー
が
落
語
を
は
な
し
、
当
日
は
小
さ
い
子
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
を
楽
し
ま
せ
た
。

ペ
ッ
パ
ー
と
落
語
ま
で
の
経
緯

以
前
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
K
i
s
-

M
y
-
F
t
2
が
ペ
ッ
パ
ー
を
用
い
て
フ
ァ
ン
と
交
流
し

た
り
、
ダ
ン
ス
や
演
奏
を
行
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス
活
動
で
も
で
き
な
い
か
と
、
学
生
か
ら

の
提
案
が
あ
っ
た
。
ア
イ
ド
ル
を
呼
び
同
じ
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
毎
年
学
園
祭
で
行

な
っ
て
い
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

と
き
、
学
区
内
で
今
回

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
て

い
て
、
お
年
寄
り
が
多

い
こ
と
を
踏
ま
え
て
落

語
に
決
ま
っ
た
。
当
日

は
早
稲
田
大
学
・
落
語

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、

ペ
ッ
パ
ー
が
交
互
に
落

語
を
披
露
し
た
。

平
山
先
生
は
「
ペ
ッ
パ
ー
の
競
演
に
は
当
初
、
プ
ロ
の
噺

家
に
来
て
い
た
だ
く
構
想
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
限
ら

れ
た
予
算
と
日
程
の
調
整
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、

早
稲
田
大
学
の
落
研
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
思
い
つ
き

ま
し
た
」
と
語
る
。
企
画
の
趣
旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
参

加
を
快
諾
し
て
も
ら
え
た
と
い
う
。

落
語
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

ペ
ッ
パ
ー
の
動
作
と
発
語
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
、
音
の
高
低
、

間
の
取
り
方
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
落
語
は
、
学
生
が
一
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
行
っ
た
。
落
語
独
特
の
抑
揚
や
タ
メ
を
調
節
し
な
が

ら
話
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
表
現
で
き

る
幅
に
は
限
り
が
あ
り
何
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ロ

ボ
ッ
ト
が
人
間
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
感
情
表
現
を
す

る
こ
と
は
、
ま
だ
難
し
い
と
い
う
。

メ
デ
ィ
ア
学
科
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
授
業
が

あ
るプ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
自
体
は
意
外
と
難
し
く
は
な
い
そ

う
だ
。
平
山
ク
ラ
ス
で
は
ペ
ッ
パ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
学
生
が
子
供
た
ち
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
い
る
。
平
山
先
生
は
I
T
を
使
う
こ

と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

I
T
に
つ
い
て
平
山
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み　

今
後
ペ
ッ
パ
ー
を
使
っ
て
達
成
し
た
い
目
標
を
伺
っ
た
。

「
平
山
ク
ラ
ス
の
目
的
は
I
T
を
役
立
て
る
こ
と
で
、

ペ
ッ
パ
ー
だ
け
が
ク
ラ
ス
の
目
的
で
は
な
い
が
、
と
く
に

ペ
ッ
パ
ー
に
限
っ
て
言
え
ば
、
一
つ
は
ペ
ッ
パ
ー
の
よ
う
な

人
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
愛
着
が
沸
き
や
す
い
の
で
、
そ
う
い
っ

た
部
分
を
役
立
て
て
い
き
た
い
」

「
二
つ
目
は
感
情
の
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

将
来
的
に
は
介
護
な
ど
の
面
で
役
立
て
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

注
：
本
活
動
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
ペ
ッ

パ
ー
を
活
用
し
目
白
大
学
平
山
ク
ラ
ス
が
独
自
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

平山
クラス

「感情を持った」パーソナルロボットには愛着が湧きやすい 

ロボット・ペッパーと落語のコラボ

動画はこちら

ペッパーによる落語

インタビューに答える平山先生

司会を務める学生

「ペッパー落語と 
ドローン操縦体験会」ポスター

堀内 葉樹さん
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インターン

学
生
コ
メ
ン
ト

私
が
聖
地
巡
礼
イ
ン
タ
ー
ン
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
旅
行

や
観
光
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
普
段
の
旅
行
は
1
泊
2
日
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
5
日
間
同
じ
場
所
に
い
る
と
い

う
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
何
か
新
し
い
発
見
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
イ
ン
タ
ー
ン

に
参
加
す
る
の
は
今
回
で

2
回
目
で
す
。
以
前
参
加

し
た
も
の
は
個
人
作
業
が

中
心
で
し
た
が
、
今
回
の

イ
ン
タ
ー
ン
は
グ
ル
ー
プ
で
企
画
を
考
え
、
発
表
す
る
も
の
で

し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
全
員
先
輩
だ
っ
た
た
め
、
緊

張
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
出
し
た
意
見
を
否
定
せ

ず
聞
い
て
く
れ
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
若

者
が
飛
騨
市
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

の
企
画
を
20
個
提
案
し
、
宣
伝
方
法
ま
で
考
え
る
の
は
非
常
に

大
変
で
し
た
が
、
私
が
出
し
た
案
を
ほ
か
の
人
が
広
げ
て
く
れ

た
り
、
逆
に
ほ
か
の
人
が
出
し
た
案
を
私
が
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
り
し
た
と
き
の
達
成
感
は
、
グ
ル
ー
プ
作
業
だ
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
達
成
感
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

インターン
シップ

２
０
１
９
年
8
月
26
日
（
月
）
か
ら
8
月
30
日
（
金
）
に

か
け
て
、
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
の
3
年
生
9
名
と

メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
2
年
生
4
名
の
計
13
名
が
、

岐
阜
県
の
飛
騨
市
観
光
協
会
で
「
聖
地
巡
礼
イ
ン
タ
ー
ン
」

を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
新
宿
区
と
岐
阜
県
飛
騨
市
は
、
と
も
に
映
画
『
君

の
名
は
。』
の
舞
台
に
な
っ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
4
泊
5
日
で
飛
騨
市
に
あ
る
古
民
家
に
寝
泊
ま

り
し
な
が
ら
、
飛
騨
市
観
光
協
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
「
映
画

の
イ
メ
ー
ジ
以
外
の
場
所
で
聖
地
巡
礼
者
が
必
ず
写
真
を

撮
り
た
く
な
る
※
バ
ズ
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
作
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
挑
み
ま
し
た
。

学
生
は
、
映
画
『
君
の
名
は
。』
に
も
登
場
す
る
飛
騨
古

川
駅
や
気け
た
わ
か
み
や
じ
ん
じ
ゃ

多
若
宮
神
社
、
組
み
ひ
も
体
験
の
で
き
る
飛
騨

古
川
さ
く
ら
物
産

館
、
1
0
0
0
匹

の
コ
イ
が
泳
ぐ
瀬

戸
川
と
風
情
あ
る

白し
ろ
か
べ
ど
ぞ
う
が
い

壁
土
蔵
街
、
飛

騨
古
川
ま
つ
り
会

館
、
飛
騨
の
匠
文

化
館
、
伝
統
あ
る

酒
造
店
・
和
ろ
う

そ
く
店
や
し
ゃ
れ

た
カ
フ
ェ
な
ど
を

巡
り
な
が
ら
ト
ー

タ
ル
60
カ
所
の

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
考
案
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
8
月
30
日
に
は
、
飛
騨
市
役
所
で
成
果
発
表
会

を
開
催
し
、
飛
騨
市
役
所
や
飛
騨
市
観
光
協
会
の
方
々
を
前

に
、

◎
コ
イ
が
泳
ぐ
瀬
戸
川
は
手
で
作
っ
た
ハ
ー
ト
の
中
に
コ
イ

を
入
れ
て
撮
影
す
る
こ
と
で
恋
愛
成
就
の
場
所
と
し
て
話

題
に
で
き
る
こ
と

◎
朱
色
の
橋
の
上
で
桜
と
夕
日
を
一
緒
に
撮
影
で
き
る
今
宮

橋
で
は
夜
桜
も
美
し
い
こ
と
を
P
R
す
る
こ
と
で
宿
泊

の
需
要
も
見
込
め
る
こ
と

◎
元
号
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
「
令
和
」
の
文
字
を
飛
騨
市

出
身
の
書
家
が
書
い
た
こ
と
か
ら
そ
れ
を
生
か
す
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
を
作
れ
ば
話
題
に
な
る
こ
と

な
ど
を
発
表
し
、
若
者
の
感
性
あ
ふ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
提

案
は
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◎
想
像
以
上
に
楽
し
か
っ
た
。

◎
5
日
間
滞
在
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
地
域
の
魅
力
を
発
見

で
き
た
。

◎
成
果
発
表
会
を
終
え
た
と
き
に
達
成
感
が
あ
っ
た
。

◎
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
の
が
好
き
な
自
分
に
適
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
だ
っ
た
。

◎
5
日
間
の
内
容
が
と
て
も
濃
く
、
毎
日
新
た
な
発
見
が

あ
っ
た
。

◎
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
変
な
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、

ス
キ
ル
が
身
に
つ
く
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。

聖地巡礼インターン
メディア表現学科とメディア学科の学生が岐阜県の飛騨市観光協会で「聖地巡礼インターン」を行いました。

◎
グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
経
験
値
が
増
え
た
。

◎
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
困
難
が
あ
っ
た
が
、
一
つ
ず
つ
み
ん
な

と
協
力
し
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
成
長
で
き
た
。

な
お
、
こ
の
「
聖
地
巡
礼
イ
ン
タ
ー
ン
」
は
中
日
新
聞
・

岐
阜
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
N
H
K
の
岐
阜
県
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

手島 佳奈さん

※
バ
ズ
る
：
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
話
題
に
な
り
多
く
の
人
の

注
目
を
得
る
こ
と
。
英
語
の
動
詞 buzz

が
語
源
。 

動画はこちら

ポスターセッション会場の様子（茨城ステージ）

成果発表会の様子

飛騨古川駅前のロータリー

飛騨古川まつり会館 浴衣で打ち合わせ

成果発表会後の集合写真 グループワーク

瀬戸川と白壁土蔵街
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インターン

メディア表現学科の「イベント業界インターン」が開始！

イベント業界インターン

社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
の
3
年
生
13
名
に
よ
る
臨

地
研
修
※
「
イ
ベ
ン
ト
業
界
イ
ン
タ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
株
式
会
社
映
像
セ
ン
タ
ー
、
東
京
芸
術
劇
場
で
の

臨
地
研
修
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
記
事
は
岡
星

竜
美
先
生
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

※
臨
地
研
修
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
学
生
が
一
定
期
間
実
際
の
企
業
・
団
体
で
就
業
体

験
を
行
う
制
度
。

「
イ
ベ
ン
ト
業
界
イ
ン
タ
ー
ン
」
と
は

「
イ
ベ
ン
ト
業
界
イ
ン
タ
ー
ン
」
の
受
け
入
れ
先
は
、
一

般
社
団
法
人
日
本
イ
ベ
ン

ト
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｖ
Ａ
）
で

す
。
本
学
と
同
協
会
と
は

包
括
連
携
協
定
を
締
結

（
２
０
１
７
年
3
月
）
し

て
い
る
関
係
か
ら
、
協
会

の
会
員
で
あ
る
企
業
や
団

体
を
訪
ね
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
現
場
に
参
加
し
た
り
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
り
し
て
様
々
な
体
験
を

し
ま
し
た
。

株
式
会
社
映
像
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

２
０
１
９
年
7
月
14
日
（
日
）、
大
手
映
像
企
業
で
あ
る

（
株
）
映
像
セ
ン
タ
ー
が
、
本
学
の
学
生
の
た
め
だ
け
に
特

別
講
習
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト
企
業
訪

問
に
わ
く
わ
く
ど
き
ど

き
・
・
・
。
り
ん
か
い
線
・

東し
の
の
め雲
駅
か
ら
徒
歩
5
分
、

臨
海
地
帯
に
巨
大
な
倉
庫

が
出
現
！ 

こ
こ
が
映
像

セ
ン
タ
ー
が
誇
る
東し

の
の
め雲
オ

フ
ィ
ス
で
す
。
日
曜
日
で

し
た
が
、
10
名
も
の
社
員

の
皆
さ
ま
に
明
る
く
迎
え

て
い
た
だ
き
、
特
別
講
習

〜
倉
庫
見
学
〜
最
新
機
材

デ
モ
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、「
夏
フ
ェ

ス
」
に
観
客
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
制
作
す

る
プ
ロ
の
人
に
会
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
ス
テ
ー
ジ

映
像
を
担
当
し
て
い
る
若
い
社
員
の
方
の
話
に
は
大
い
に
興

味
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

験
し
に
行
く
と
い

う
も
の
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ン
の
具
体

的
な
企
業
名
や
イ

ベ
ン
ト
名
は
こ
こ

で
は
書
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、

大
手
企
業
の
イ
ベ

ン
ト
で
実
際
に
客
を
誘
導
し
た
り
運
営
の
人
の
近
く
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
の
流
れ
を
見
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
の
現
状
を
間
近

で
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
タ
ー

ン
に
参
加
し
て
、
ど
ん
な
人
達
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
か
を
裏
方
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
業
界
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

る
人
が
多
い
と
い
う
事
や
、
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
人
達
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
か

な
ど
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
学
ぶ
事

が
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
色
々
な
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
る
、

と
て
も
い
い
活
動
で
す
。

東
京
芸
術
劇
場
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

２
０
１
９
年
7
月
22
日

（
月
）
の
休
館
日
、
東
京
芸
術

劇
場
が
本
学
の
学
生
の
た
め

だ
け
に
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ

ア
ー
を
特
別
に
実
施
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

東
京
芸
術
劇
場
は
、
東
京

都
が
誇
る
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ス
ト
レ
ー

ト
プ
レ
イ
等
を
上
演
す
る
複

合
芸
術
劇
場
で
す
。
舞
台
管

理
担
当
の
方
の
ガ
イ
ド
で
、

ま
ず
は
２
０
０
０
名
収
容
の
大
ホ
ー
ル
（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
）
を
見
学
し
ま
し
た
。
前
面

に
そ
び
え
立
つ
巨
大
な
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
に
、
学
生
た
ち
は
息

を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
ホ
ー
ル
、

８
０
０
名
程
度
収
容
の
プ
レ
イ

ハ
ウ
ス
へ
。
主
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
上
演
し
て
い
る
人
気
の
高

い
劇
場
で
す
。

小
ホ
ー
ル
2
つ
、
シ
ア
タ
ー

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
と
巡
り
、

劇
場
の
構
造
や
仕
掛
け
に
つ
い

て
、
詳
し
く
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
の
質
疑

応
答
タ
イ
ム
で
は
、

学
生
た
ち
か
ら
積

極
的
に
質
問
が
出

て
い
ま
し
た
。

2
つ
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
通
し

て
、
フ
ェ
ス
等
の

ラ
イ
ブ
映
像
の
提

供
、
劇
場
管
理
に

よ
り
コ
ン
テ
ン
ツ

（
コ
ン
サ
ー
ト
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）
制
作
を
支
え
る
プ
ロ
の
仕
事
に
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

城山 萌香さん

学
生
コ
メ
ン
ト

岡
星
ク
ラ
ス
で
は
主
に
イ
ベ
ン
ト
学
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
活
動
の
中
の
１
つ
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う
活
動
が
あ
り
ま
す
。

岡
星
ク
ラ
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
岡
星
先
生

の
関
係
者
な
ど
か
ら
繋
が
り
の
あ
る
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン

ト
イ
ン
タ
ー
ン
を
、
学
生
が
一
日
か
ら
二
日
間
実
際
に
体

動画はこちら

インターン
シップ

全員で記念撮影

倉庫内バックヤードツアー

オフィス外観（写真左）と特別講習会（写真右）

大ホール 2 階席からの見学。

 東京芸術劇場の外観（写真左）と大ホールのステージ上の見学（写真右）

中ホール見学（写真左）と質疑応答（写真右）
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新型コロナで変わったこと

「
学
び
を
止
め
る
な
！
」.

新
型
イ
ベ
ン
ト
ク
ラ
ス
の
挑
戦

岡
星
ク
ラ
ス

大
ヒ
ッ
ト
映
画
タ
イ
ト
ル
か
ら
少
し
借
用
し
た
言
葉
で
す
。

大
学
と
い
う
「
学
ぶ
こ
と
が
仕
事
」
の
時
期
を
一
切
無
駄
に

し
て
ほ
し
く
な
い
と
、
こ
ん
な
ク
ラ
ス
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
学
生
は
”
学
び
を

止
め
て
は
い
け
な
い
”
、
教
員
は
”
学
ば
せ
る
こ
と
を
止

め
て
は
い
け
な
い
”
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

岡
星
ク
ラ
ス
は
イ
ベ
ン
ト
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
一
番
自
粛
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
3
密
」
な
も

の
の
一
つ
で
す
。
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
も
次
々
と
新
し

い
ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
施
策
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
し
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
が
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」
や
「
オ
ン
ラ
イ

ン
握
手
会
」、「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
お
化
け
屋
敷
」
な
ど
の
試
み

で
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
船
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
相
応
の
技
術
や
道
具
が
必
要
で
す
。
ク
ラ
ス
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
ス
キ
ル
（
技
術
）
と
し
て
「
イ
ベ
ン
ト
7
つ
道
具
」

①
企
画
書　

②
進
行
台
本　

③
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル　

④
工
程

表
（
制
作
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）　

⑤
見
積
書　

⑥
図
面　

⑦
実

施
報
告
書
の
具
体
的
な
作
り
方
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
”
新
型
イ
ベ
ン
ト
”
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
間
が
最
も
人
間
ら
し
い
営

み
、
そ
し
て
最
も
文
化
的
な
楽
し
み
を
奪
い
ま
し
た
。「
集

う
な
!
」「
交
流
す
る
な
!
」「
感
動
し
あ
う
な
!
」・
・
・

人
と
人
を
分
断
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
、
イ
ベ
ン

ト
業
界
へ
挑
戦
状
を
突
き
付
け
て
き
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

こ
の
挑
戦
に
勝
つ
た
め
に
は
、
新
し
い
挑
戦
が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
、
次
代
の
人
材
に
期
待
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

牛
山
ク
ラ
ス

牛
山
ク
ラ
ス
で
は
、
3
月
末
か
ら
Z
o
o
m
を
使
っ
て

様
々
な
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

4
年
の
ク
ラ
ス
活
動
で
は
、
近
況
報
告
、
書
籍
『
論
文
の

教
室
』
の
輪
読
、
卒
業
研
究
の
進
捗
状
況
の
報
告
・
共
有
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
近
況
報
告
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
で
の
体
験
や
就
職
活
動
中
の
悩
み
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
い
ま
す
。

3
年
の
ク
ラ
ス
活
動
で
は
、
昨
年
度
か
ら
企
業
と
連
携
し

て
進
め
て
き
た
新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
の
は
、
ク
ラ
ス
生
全
員
初
め
て
の
経
験
で

し
た
が
、
ク
ラ
ス
時
間
以
外
に
も
Z
o
o
m
で
会
議
を
重

ね
、
万
全
の
態
勢
で
臨
ん
だ
こ
と
で
、
企
業
か
ら
も
高
評
価

を
い
た
だ
き
、
学
生
の
提
案
が
実
際
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、

秋
か
ら
行
う
ク
ラ
ス
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
会
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
遠
方
へ
の
取
材
や
企
業
訪
問
が
難
し
い
情

勢
で
す
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ

る
」
と
前
向
き
に
捉
え
、
福
岡
・
横
浜
・
東
京
の
企
業
経
営

者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
専
門
家
に
よ
る
自
己
P
R

動
画
の
制
作
講
座
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
専
門
家
を
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
外
部
と

連
携
し
た
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、
他

大
学
と
の
合
同
ク
ラ
ス
も
行
う
予
定
で
す
。

W
o
r
d
P
r
e
s
s
の
操
作
の
学
習

皆
川
ク
ラ
ス

皆
川
ク
ラ
ス
３
年
生
は
、
Z
o
o
m
を
利
用
し
て
遠
隔

に
よ
る
ク
ラ
ス
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外
出
な
ど
が
制
限
さ

れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
学
外
で
の
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
会
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け

た
前
段
階
と
し
て
、
W
e
b
サ
イ
ト
構
築
や
管
理
運
用
の

ス
キ
ル
お
よ
び
知
識
を
身
に
付
け
る
学
習
を
中
心
と
し
て
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
自
宅
か
ら
各
自
の
ノ
ー
ト
P
C
を
利
用

し
て
、
共
通
の
ク
ラ
ス
の
W
e
b
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
各
自
で
W
o
r
d
P
r
e
s
s
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
基
本
操
作
を
身
に
付
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
実
際
に

W
e
b
サ
ー
バ
の
構
築
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
の
、
課
題
整

理
・
企
画
立
案
・
仕
様
策
定
・
設
計
ま
で
の
手
順
や
ポ
イ
ン

ト
な
ど
、
ひ
と
と
お
り
の
な
が
れ
を
学
習
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
W
o
r
d
P
r
e
s
s
の
基
本
操
作
だ
け
で

は
な
く
、
ソ
ー
ス
レ
ベ
ル
で
シ
ス
テ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
よ
う
W
o
r
d
P
r
e
s
s
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
（
P
H
P
）
を
学
習
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス

活
動
を
と
お
し
て
身
に
付
け
た
力
を
発
揮
し
な
が
ら
活
躍
で

き
る
日
を
迎
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 ２
つ
の
取
り
組
み
を
実
施

溝
尻
ク
ラ
ス

　

溝
尻
ク
ラ
ス
で
は
、
こ
の
春
学
期
、
大
き
く
２
つ
の
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
春
休
み
か
ら
始
め
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
論
文
の

3 年のクラス活動の一コマ。Zoom でも笑顔が絶えないクラス活動です。

新型コロナで変わったこと
目白大学メディア学部　各クラスからのメッセージ
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た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
が
乳
が

ん
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち

寄
っ
た
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
知
識
や
経
験
を
教
え
合
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
各
々
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
制
作
に
取
り
組

み
、
石
川
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ピ
ー
部
門
の
他
に
ポ
ス

タ
ー
部
門
に
も
４
組
が
応
募
し
、
結
果
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
検
診
に
足
を
運

ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

の
公
開
も
考
え
て
い
ま
す
。

「
め
じ
キ
ッ
ズ
」
は
10
月
上
旬
公
開
予
定
。

ど
ん
な
と
き
も
ア
イ
デ
ア
は
生
み
出
せ
る

石
川
ク
ラ
ス　

３
年.　

一
条
旭
夏

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ
な
が
り
の
価
値
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、

発
表
し
ま
し
た
。
ア
バ
タ
ー
を
使
っ
て
バ
ー
チ
ャ
ル
デ
ー
ト

が
で
き
る
サ
イ
ト
や
、
プ
ロ
野
球
開
幕
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

中
、
選
手
た
ち
が
野
球
ゲ
ー
ム
で
勝
負
し
、
そ
れ
を
生
配
信

す
る
と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
企
画
が
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
イ
ド
ル
が
サ
イ
ン
会
を
す

る
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
現
在
い
く
つ
も

の
グ
ル
ー
プ
が
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ン
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
！
（
企
画
時
５
月
）
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
貪
欲
で
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
へ
作
品
を
応
募
し

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ペ
は
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識
、
乳
が
ん

を
自
分
の
問
題
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る

ン
ツ
の
開
発
と
W
e
b
サ
イ
ト
の
運
営
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
は
毎
年
京
都
大
学
で
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
か
ら
大
学
生
の
チ
ー
ム
が
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
展

示
・
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
11
月
末
の
開
催

に
な
り
、
春
学
期
は
そ
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

出
展
す
る
予
定
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
学
生
向
け
の

W
e
b
サ
イ
ト
「
め
じ
キ
ッ
ズ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
外
出
自
粛
期
間
中
で
も
家
で
ゲ
ー

ム
や
ダ
ン
ス
を
し
て
体
を
動
か
す
な
ど
、
一
緒
に
楽
し
み
な

が
ら
過
ご
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
W
e
b
サ
イ
ト
チ
ー
ム
、
ゲ
ー
ム
チ
ー
ム
、
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
の
3
つ
に
分
か
れ
て
制
作
進
行
中
で
す
。

W
e
b
サ
イ
ト
チ
ー
ム
は
、
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
け

た
り
、
小
学
生
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
子

ど
も
に
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
サ
イ
ト
を
工
夫
し
な
が
ら

制
作
中
で
す
。

ゲ
ー
ム
チ
ー
ム
は
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト「
ス
ク
ラ
ッ

チ
」
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
制
作
を
進
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
家
の
中
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
め

る
シ
リ
ー
ズ
を
鋭
意
制
作
中
で
す
。
障
害
物
を
避
け
る
ゲ
ー

ム
を
制
作
し
、
２
作
目
の
ゲ
ー
ム
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ダ

ン
ス
チ
ー
ム
は
、
子
ど
も
に
分
か
り
や
す
い
振
付
を
教

え
る
1
本
目
の
動
画
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
編
集
作
業

な
ど
慣
れ
な
い
こ
と
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。
S
N
S
上
で

ま
と
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
春
学
期
後
半
か
ら
秋
学
期
に
か
け
て
実
施
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
で
す
。

溝
尻
ク
ラ
ス
で
は
例
年
、
大
学
外
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
雑
誌
や
映
像
な
ど
に
ま
と
め
て
広

く
発
信
す
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
そ

れ
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
苦
し
い
状
況
で
企
画

を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
複
数
回
に
わ
た
る
話
し

合
い
を
経
て
、
自
分
た
ち
が
こ
の
外
出
自
粛
期
間
中
に
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
記
事
化
し
、「
い
ま
、
東
京
の
大
学
生
は

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
か
」
を

広
く
発
信
し
て
い
く
雑
誌
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
編
成
や
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
ゼ
ロ
か
ら

考
え
、
夏
休
み
以
降
は
、
い
よ
い
よ
記
事
の
執
筆
を
始
め

て
い
き
ま
す
。
完
成
し
た
雑
誌
は
W
e
b
で
公
開
す
る
他
、

秋
学
期
の
後
半
に
予
定
し
て
い
る
他
大
学
ク
ラ
ス
と
の
合
同

発
表
会
で
披
露
す
る
予
定
で
す
。

ダ
ン
ス
と
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
「
め
じ
キ
ッ
ズ
」

原
ク
ラ
ス

原
ク
ラ
ス
で
は
、
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
コ
ン
テ

作
成
で
す
。

こ
れ
は
卒
業
論
文
の
予
行
演
習
と
し
て
行
な
っ
て
い
る

「
フ
ァ
ン
文
化
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

１
つ
で
す
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
フ
ァ
ン
や
2
.
5
次
元
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
フ
ァ
ン
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
テ
ン
ツ
の
フ
ァ
ン
に
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、

フ
ァ
ン
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
取
り
、
短
い

論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
は

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
方
法
や
、
そ
の
成
果
を
論
文
と
し
てリモート講義の Zoom 画面

リモートデータの絵コンテ

リモートデータの絵コンテ
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高
度
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

直
近
の
課
題
か
ら
紹
介
す
る
と
、
詩
（
寺
山
修
司
「
海
の

消
え
た
日
」）
を
自
分
で
朗
読
し
映
像
を
制
作
す
る
も
の
や
、

ま
た
別
の
詩
（
萩
原
朔
太
郎
「
静
物
」）
を
文
字
情
報
と
し

て
映
像
中
に
表
示
す
る
演
出
を
考
え
る
、
と
い
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
通
し
て
鍛
え
ら
れ
た
腕
を
振
る
う
日
が

来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

う
お
願
い
で
し
た
。
勿
論
、
気
持
ち
よ
く
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
。
今
、
平
山
ク
ラ
ス
で
は
、
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
共
に
、
環
境
市
民
の
ポ
ス
タ
ー
と
動
画
を
作
る
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ク
ラ
ス
活
動

馬
場
ク
ラ
ス

馬
場
ク
ラ
ス
は
映
像
制
作
を
主
軸
と
し
て
い
る
た
め
、
外

出
自
粛
は
実
質
的
な
活
動
を
非
常
に
厳
し
く
制
限
す
る
も
の

で
し
た
。

現
在
も
毎
週
定
刻
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き

る
だ
け
有
意
義
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
模
索
を
続
け
て
い
ま

す
。当

初
は
６
月
か
、
遅
く
と
も
７
月
に
な
れ
ば
状
況
は
好
転

す
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

お
勧
め
の
書
籍
や
映
画
の
紹
介
、
自
宅
で
の
過
ご
し
方
を

紹
介
す
る
動
画
を
制
作
し
見
せ
あ
う
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
初
夏
に
至
る
も
な
お
病
禍
は
収
束
せ
ず
、
現
在
も

引
き
続
き
個
人
の
範
囲
で
可
能
な
映
像
制
作
課
題
に
取
り
組

み
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

課
題
は
基
礎
的
な
映
像
技
巧
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
複
雑

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
、
勿
論
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
す
。
写
真
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問
の
際
の
も
の

で
す
。
上
か
ら
２
段
目
の
左
か
ら
２
人
目
が
環
境
市
民
の
副

代
表
理
事
、
下
村
委
津
子
様
で
す
。
な
か
な
か
普
段
だ
と
で

き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
素
晴
ら
し

い
お
土
産
も
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
環
境
市
民
を
紹
介

す
る
ポ
ス
タ
ー
と
動
画
を
作
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と
い

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
応
募
し
て
い
る
。
試
作
版
の
内
容

を
皆
で
読
ん
で
批
判
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

　
　オ

ン
ラ
イ
ン
で
京
都
へ
行
こ
う
！

平
山
ク
ラ
ス

こ
ん
な
時
で
も
で
き
る
こ
と
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
。
大
学
の
授
業
開
始
が
5
月
11
日
と
な
り
、
春
学
期
は

授
業
も
ク
ラ
ス
活
動
も
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、「
ど
う
し
よ
う
か
？
」
と
4
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
打

ち
合
わ
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
こ
ん
な
時
で
も
で
き

る
こ
と
」
と
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
活
動
が
始
ま
る
と
、
み
ん
な
待
ち
わ
び
て
い
た
（
？
）
の

か
、
課
題
ゲ
ー
ム
の
作
成
、
論
文
読
み
と
い
う
春
休
み
の
宿

題
を
し
っ
か
り
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。「
ク
ラ
ス
活
動
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
し
っ
か
り
で
き
る
」
と
思
い
つ
つ
も
、「
も

う
少
し
何
か
で
き
な
い
か
」
と
も
思
い
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
そ
う
だ
、
京
都
に
行
こ
う
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。京
都
は
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、「
環
境
市
民
」

と
い
う
有
名
な
認
定
N
P
O
法
人
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

で
京
都
に
行
っ
て
、
環
境
市
民
を
訪
問
し
、
色
々
話
を
聞
い

方
を
含
め
て
報
告
会
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
も
う
一

つ
の
内
容
と
し
て
は
、
毎
回
社
会
心
理
学
の
専
門
知
識
を
学

ん
で
い
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
を
基
に
、
春
学
期
の
終
わ

り
か
ら
、
4
人
チ
ー
ム
で
テ
レ
ビ
広
告
の
分
析
な
ど
を
テ
ー

マ
に
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

上
記
の
他
、
対
外
的
な
活
動
の
試
み
と
し
て
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ク
ラ
ス
活
動
に
つ
い
て

川
端
ク
ラ
ス

　

3
年
次
川
端
ク
ラ
ス
は
全
4
名
の
小
所
帯
で
あ
る
。
し

か
し
、
小
さ
い
な
が
ら
も
や
る
気
の
あ
る
男
女
2
名
ず
つ
で

活
発
な
ク
ラ
ス
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
今
年
の

春
学
期
は
ま
だ
対
面
授
業
は
行
え
て
い
な
い
が
、
Z
o
o
m

で
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
3
か
月
余
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
毎
回
最
初
に
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行
っ
た
後
、

本
題
に
入
る
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
、
最
近
は
、
1
つ

ず
つ
質
問
を
し
て
そ
の
答
え
か
ら
出
題
者
が
考
え
て
い
る
こ

と
を
当
て
る
推
理
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
や
相
互
理
解
の
他
、
推
理
能
力
や
論
理
的
理
解
力
を

育
ん
で
い
る
。

　

本
題
と
し
て
は
、
毎
回
だ
い
た
い
２
つ
の
内
容
を
授
業

内
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
は
、
一
つ

は
昨
年
度
始
ま
っ
た
理
研
ビ
タ
ミ
ン
（
株
）
と
の
社
会
連
携

で
、
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
調
査
に
関
す
る
分
析
や

報
告
書
の
執
筆
を
皆
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
進
め
て
い
る
。
昨
年

度
の
終
わ
り
に
大
学
で
S
P
S
S
と
い
う
統
計
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
途
中
ま
で
結
果
を
分
析
し
て
い
た
が
、
追
加
分
析
や

発
表
の
機
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
断
し
て

い
る
た
め
、
現
在
は
皆
で
議
論
を
し
な
が
ら
報
告
書
の
仕
上

げ
を
試
み
て
い
る
。
完
成
後
は
、
遠
隔
で
あ
っ
て
も
企
業
の

Zoom によるクラス活動の様子。

Zoom によるクラス活動の様子。
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目白大学生が見た新型コロナ　編集後記に代えて

山
口　

崇
法

私
の
叔
父
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
テ
ィ
ン
ア

ウ
モ
ン
は
2
0
2
0
年
4
月
16
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
に
逝
去
し
ま
し
た
。

惜
し
ま
れ
な
が
ら
５
２
歳
と
い
う
若
さ
で
こ

の
世
を
去
っ
た
の
で
す
。
直
接
の
原
因
は
過

去
に
患
っ
た
肺
炎
で
し
た
。
私
は
叔
父
を
失

く
し
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
恐
ろ

し
さ
を
初
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
病
に
対
す
る
自
ら
の

認
識
の
低
さ
と
甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
叔
父
が
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、
祖
国
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
も
日
本
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
で
し
た
。
叔
父
は
、
25
年
間
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
住
み
、
寿
司
職
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
叔
父
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
で
あ
り
な
が
ら
、
仕
事
は
寿
司
屋
の
料
理
人

で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
は
、
妹
が
医
療
技
術
を
学
ぶ
た
め

に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
際
、
妹
を
思
い
や

る
気
持
ち
か
ら
自
ら
も
渡
米
す
る
決
心

に
至
っ
た
た
め
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
治
安
の
悪
さ
か
ら
家
族
や
親
戚
な
ど

を
過
度
な
ほ
ど
に
大
切
に
す
る
文
化
が

あ
り
、
叔
父
も
自
身
の
妹
を
大
変
に
大

事
に
し
て
い
ま
し
た
。

叔
父
が
寿
司
に
出
会
っ
た
の
は
、
パ
ー

ト
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
し
て
い
る
際
偶

然
面
接
に
合
格
し
た
の
が
寿
司
屋
だ
っ

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
今
や
ア
メ
リ
カ

に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
寿
司
屋
が

あ
り
ま
す
が
、
叔
父
が
渡
米
し
た
時
も

す
で
に
多
く
の
寿
司
屋
が
見
受
け
ら
れ
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
叔
父
は
一
度
日
本
を
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
、

そ
の
時
に
食
べ
た
寿
司
は
亡
く
な
る
ま
で
忘
れ
ら
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
寿
司
職
人
と
し
て
、
叔
父
は
自
分
の
仕
事
に

誇
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
コ
ロ
ナ
禍

が
吹
き
荒
れ
、
外
出
禁
止
令
は
日
本
よ
り
も
厳
し
い
と
は
い

え
、
申
請
を
出
せ
ば
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
叔
父
も
外
出
禁
止
令
発
令
中
も
、
細
心
の
注
意
を
払
い

う
。
会
社
に
よ
っ
て
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
補
償
金
を
支
払
う
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
社
員
だ
け
が
補
償
の
対
象
と
な
る
と
い
う

会
社
も
多
く
あ
る
。
私
の
働
い
て
い
た
お
店
は
前
者
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
落
ち
着
き
、
今
ま
で
の
よ
う
な
生
活
が

戻
っ
た
と
し
て
も
、
会
社
に
対
し
て
一
度
感
じ
て
し
ま
っ
た

不
信
感
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
国
の
定
め
た
補
償

対
象
も
、
す
べ
て
の
会
社
が
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
そ
れ
で
救
わ
れ
る
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
対
応
と
失
っ
た
信
用

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
8
ヶ
月
近
く

働
き
続
け
た
こ
の
店
は
、
時
給
は
1
2
0
0
円
で
交
通
費

も
全
額
支
給
と
、
東
京
の
中
で
も
条
件
の
い
い
ア
ル
バ
イ
ト

先
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
一
人
雇
う
の

に
も
か
な
り
の
日
給
と
な
る
た
め
、
売
り
上
げ
が
な
い
と
ア

ル
バ
イ
ト
を
雇
う
余
裕
が
な
い
の
が
現
実
だ
。
私
の
働
い
て

い
た
店
は
、
こ
の
先
も
営
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
あ
る
か
は

わ
か
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
が
会
社
の
個
人
的
事
情
が
あ
る
の

な
ら
ば
、
一
度
ア
ル
バ
イ
ト
に
説
明
す
る
の
が
社
会
の
礼
儀

と
い
う
も
の
だ
と
私
は
考
え
る
。
ま
た
、
今
回
の
話
の
メ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
飲
食
店
と
同
じ
親
会
社
で
あ
り
、
並
び
に

店
を
置
い
て
い
る
大
衆
居
酒
屋
で
は
、
一
時
休
業
し
た
も
の

の
、
現
在
は
営
業
時
間
を
短
縮
し
な
が
ら
社
員
だ
け
で
営
業

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
営
業
再
開
に
つ
い

て
の
連
絡
は
一
切
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
私
の
働
い
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
先
も
大
き
な
影
響
を
受

け
た
。
東
京
に
は
店
舗
が
一
つ
し
か
な
い
小
さ
い
飲
食
店
の

た
め
、
会
社
自
体
も
売
り
上
げ
が
な
い
と
営
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
一
度
も
営
業
し
て
い
な

い
が
、
6
月
ま
で
今
後
の
営
業
に
関
す
る
連
絡
や
休
業
補
償

の
話
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
一
切
声
が
掛
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、今
ま
で
休
業
補
償
に
関
し
て
何
を
質
問
し
て
も「
今

は
わ
か
ら
な
い
」
の
一
点
張
り
だ
っ
た
会
社
か
ら
、
6
月
中

旬
に
突
然
休
業
補
償
に
関
す
る
話
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
送
ら
れ
、

す
ぐ
に
補
償
金
が
支
給
さ
れ
た
。

募
る
不
信
感

無
事
に
休
業
補
償
は
支
給
さ
れ
た
が
、
今
後
の
営
業
に
関

し
て
は
未
だ
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
。
3
月
末
ま
で
は
今
ま
で

通
り
営
業
し
て
い
た
が
、
4
月
か
ら
は
上
の
指
示
に
よ
り
店

長
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン
オ
ペ
」
の
営
業
と
な
っ
た
。

一
緒
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
友
人
と
、
少
し
で
も
店
長

の
役
に
立
つ
の
な
ら
ば
と
考
え
、
4
月
の
初
め
に
昼
食
が
て

ら
店
に
顔
を
出
し
た
が
、
そ
こ
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ

た
状
態
の
店
と
、
荷
物
を
運
び
出
し
て
い
る
店
長
の
姿
が

あ
っ
た
。
店
長
曰
く
「
上
か
ら
の
急
な
指
示
で
店
を
閉
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
荷
物
は
全
て
本
社
に
送
る
。」と
言
わ
れ
た
。

こ
れ
が
今
の
私
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
リ
ア
ル
な
現
状
で
あ
る
。

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
社
会
的
地
位

今
の
時
期
は
私
と
同
じ
よ
う
な
状
況
の
学
生
も
多
い
だ
ろ

な
が
ら
仕
事
の
た
め
に
外
出
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

が
不
運
に
繋
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

叔
父
に
は
息
子
が
一
人
い
る
た
め
、
残
さ
れ
た
叔
母
と
従

兄
弟
は
非
常
に
辛
い
思
い
に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
で
こ
の
よ
う
な
状
況

に
陥
っ
た
人
々
は
計
り
知
れ
な
い
は
ず
で
す
。

私
自
身
、
母
か
ら
叔
父
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
連
絡
を
受

け
た
際
、
5
分
も
経
た
ず
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
危
険

性
を
S
N
S
で
発
信
し
た
。
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
も
大
き
な
被
害
を
被
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
さ
れ
る
側
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
者
は
何
千
万
円
も

の
赤
字
に
な
り
、
止
む
な
く
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
会
社
も
多

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
被
害
を
未
来
の
糧
に

す
る
こ
と
こ
そ
が
今
考
え
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。歴

史
的
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
見
舞
わ
れ
た
私
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
そ
の
困
難
や
失

敗
を
糧
に
、
明
る
い
未
来
を
作
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
叔
父
も

そ
れ
を
き
っ
と
望
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
信
用

味
田 

萌
百

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

ミャンマー人のティンアウモンさん、
コロナのために 2020 年 4 月に死去

ティンアウモンさんと寿司屋の料理職人仲間

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
寿
司
職
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
に.

〜
ゼ
ミ
生
の
叔
父
が
コ
ロ
ナ
で
死
去
〜
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シ
ュ
ー
、
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
な
ど
は
、
家
族
か
ら
の
評
判
も

い
い
の
で
よ
く
作
っ
て
い
る
。最
近
で
は
、デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー

ス
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を
考
え
た
り
、
変
わ
っ
た
調

味
料
を
買
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
作
っ
て
み
た
り
す
る
な
ど
、

自
分
で
考
え
な
が
ら
の
料
理
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
に
、
ケ
ー
キ
作
り
は
動
画
を
見
な
が
ら
楽
し
く
簡
単
に

出
来
た
の
で
、
是
非
試
し
て
み
て
欲
し
い
。

私
が
見
た
無
観
客
試
合

高
橋　

美
彩
紀

明
治
神
宮
球
場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

私
は
高
校
野
球
が
好
き
で
、
明
治
神
宮
球
場
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
る
。
普
段
の
プ
ロ
野
球
で
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
が
1
0
0
人
以
上
働
い
て
、
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
や
席
案

内
、
手
荷
物
検
査
な
ど
接
客
中
心
の
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
は
学
生
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
業
務
中

は
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
る
。
30
人
ほ
ど
で
野

球
観
戦
し
て
遊
び
に
行
く
ほ
ど
ア
ル
バ
イ
ト
同
士
仲
が
良
く
、

社
員
さ
ん
と
も
距
離
が
近
い
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
2

月
26
日
か
ら
無
観
客
試
合
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
無
観
客
の
場
合
、
接
客
を
す
る
こ
と
も
な
い

し
、
ゲ
ー
ト
も
３
、４
カ
所
し
か
開
け
な
い
の
で
、
必
要
と

な
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
数
は
半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
。

な
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
仲
間
と
わ
い
わ
い
す
る
様
子
も
な

け
れ
ば
、
自
分
以
外
の
人
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
自
粛
期
間
中
ず
っ
と
家
に
い
た
こ
と
で
家
族

と
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
家
事
を
し
て
い
る
姿
を
間
近
で
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
少
し
で
も
手
伝
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
の
だ
。

料
理
は
な
ん
だ
か
ん
だ
毎
日
続
け
ら
れ
て
い
る
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
料
理
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
参
考
に
し

な
が
ら
作
る
の
は
楽
し
い
。
韓
国
風
の
唐
揚
げ
や
鶏
チ
ャ
ー

こ
の
よ
う
に
雇
用
し
て
い
る
側
と
雇
用
さ
れ
て
い
る
側
の

最
低
限
の
報
告
の
義
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
に
一
度

見
直
す
べ
き
だ
と
私
は
今
回
の
こ
の
期
間
で
考
え
た
。

自
粛
期
間　

料
理
の
世
界
に

横
手　

.

里
南

私
は
外
出
自
粛
期
間
中
に
、
今
ま
で
あ
ま
り
や
っ
て
こ
な

か
っ
た
料
理
を
始
め
た
。

料
理
を
始
め
た
理
由
は
、
単
に
時
間
が
で
き
た
か
ら
だ
。

料
理
は
今
ま
で
全
く
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

家
に
い
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ほ
ぼ
毎
日
三

食
の
料
理
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
で
き
た
。
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て

も
課
題
を
や
っ
て
も
、
趣
味
の
動
画
編
集
を
し
て
い
て
も
時

間
が
余
る
。
要
す
る
に
と
て
も
暇
だ
っ
た
の
で
「
料
理
で
も

す
る
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
だ
。

料
理
を
は
じ
め
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
家
族
の
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
自
粛
が
始
ま
る
前
ま
で
は
、

自
分
の
予
定
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
家
に
い
る
時
間
も
な

スワローズの内野スタンドの応援風景

い
。
い
つ
も
の
隣
の
人
の
話
し
声
が
か
き
消
さ
れ
る
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
と
、
お
客
さ
ん
の
賑
や
か
で
活
気
溢
れ
る
様
子

が
な
か
っ
た
。聞
こ
え
て
く
る
の
は
、バ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
打
っ

た
と
き
の
音
と
ミ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
収
ま
る
音
だ
け
だ
っ
た
。

ボ
ー
ル
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
の
で

新
鮮
さ
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
お
客
さ
ん
の
盛
り
上
が
り
で

熱
気
が
な
い
の
は
と
て
も
寂
し
く
感
じ
た
。
一
日
で
も
早
く

観
客
を
入
れ
て
元
ど
お
り
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
3
月
20
日
の
開
幕
が
延
期
と
な
っ
た
。
ア
ル
バ

イ
ト
の
仕
事
は
一
切
な
く
な
り
、
収
入
も
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
他
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
に

応
募
し
て
み
た
が
雇
う
余
裕
が
な
く
、
い
つ
お
店
を
始
め
る

く
と
て
も
静
か
だ
。
無
観
客
試
合
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、マ
ス
ク
の
着
用
は
絶
対
で
、体
温
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
記
入
を
行
な
い
、
3
7
.
5
度
以
上
の
熱
が

あ
る
人
は
勤
務
で
き
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。

無
観
客
試
合
の
経
験

私
は
無
観
客
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
3
回
ほ
ど
し
た
の
だ
が
、

そ
こ
で
見
た
光
景
は
殺
風
景
だ
っ
た
。
ス
タ
ン
ド
に
は
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
裏
に
い
る
報
道
関
係
者
の
み
。「
頑
張
っ
て
ね
」

と
よ
く
話
し
か
け
て
く
れ
る
常
連
の
お
客
さ
ん
に
も
会
え
な

こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
断
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

私
は
、
実
家
暮
ら
し
な
の
で
生
活
費
や
食
費
に
は
あ
ま
り

困
ら
な
か
っ
た
が
、
学
費
に
関
し
て
は
奨
学
金
を
借
り
て
い

る
の
で
と
て
も
不
安
に
思
う
。
学
費
の
た
め
に
も
ア
ル
バ
イ

ト
は
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
も
始
ま

る
の
で
、
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
両
立
を
し
て
い
く
の
か
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

奪
わ
れ
た
ア
ル
バ
イ
ト
環
境

山
田.　

優
太

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
都
内
の
ア

ル
バ
イ
ト
先
が
休
業
要
請
を
受
け
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
か
ら

実際に作った料理

おすすめのチーズケーキレシピ動画　https://youtu.be/jDrq8rypJMc

私が観戦した神宮での高校野球

配達用バッグ
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コ
ロ
ナ
で
感
じ
た
エ
ン
タ
メ
の
力

蒔
田.　

志
乃

コ
ロ
ナ
禍
の
エ
ン
タ
メ
界

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
演
劇
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業

界
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

私
自
身
も
、
行
く
予
定
だ
っ
た
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

W
E
S
T
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
3
月
末
か
ら
5
月
末
に
か
け
て
行
う

全
国
ツ
ア
ー
で
、
私
は
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で

の
公
演
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
元
々
私
は
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

W
E
S
T
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
基
本
的
に
毎
年
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
に
も
、
普
段
か
ら
年
に
何
回
か
コ
ン
サ
ー
ト

に
行
っ
て
い
る
。
映
像
を
観
る
だ
け
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
会
場
の
一
体
感
や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
迫

力
、
自
分
の
好
き
な
ア
イ
ド
ル
と
同
じ
空
間
に
い
る
と
い
う

特
別
感
な
ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
私

に
と
っ
て
、
毎
年
最
大
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
緊
急
事
態
宣
言
の
影

響
か
ら
全
公
演
中
止
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
希
望
者
に
チ
ケ
ッ
ト
代
7
2
0
0
円
の

払
い
戻
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
公
演
が
再
開
で
き
る

状
況
に
な
っ
た
際
に
振
替
公
演
の
調
整
に
入
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
応
急
処
置
と
し
て
、
返
金
を
急
ぐ
希
望
者
に
払

い
戻
し
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

会
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
多
い
時
で
は
一
日

2
5
k
m
以
上
を
自
転
車
で
走
行
す
る
た
め
、
土
地
勘
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
り
運
動
不
足
解
消
に
な
っ
た
り
し
た
。

こ
の
配
達
バ
イ
ト
が
普
及
す
る
中
、
問
題
と
な
っ
た
こ
と

が
「
配
達
バ
ッ
グ
の
転
売
」
だ
。
配
達
バ
ッ
グ
は
大
手
通
販

サ
イ
ト
で
誰
で
も
入
手
で
き
る
た
め
、
転
売
が
多
発
し
て
い

る
の
だ
。
定
価
4
0
0
0
円
が
フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
1
万
円

ほ
ど
ま
で
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
他
に
も

様
々
な
商
品
が
転
売
さ
れ
て
き
た
状
況
を
み
た
。
誰
か
が
苦

し
ん
で
い
る
状
況
か
ら
生
ま
れ
る
転
売
は
、
撲
滅
す
る
こ
と

が
難
し
い
問
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
企
業
の
対
策
の
仕
方
や

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
感
じ
た
と
同
時
に
、
問
題

点
を
明
確
に
感
じ
る
体
験
で
あ
っ
た
。

は
休
業
補
償
と
し
て
月
の
平
均
額
満
額
と
補
償
金
が
併
せ
て

支
給
さ
れ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
働
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
空
白
の
時
間
を
有
意
義
に
使
え
る
バ
イ
ト
は
な
い

か
と
探
し
て
み
る
と
「
U
b
e
r 

E
a
t
s
」
が
あ
っ
た
。

飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

多
く
の
友
人
が
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
と
い
う
現
状

も
あ
り
、
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

外
出
自
粛
期
間
中
で
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に

と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
と
て
も
需
要
が

あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
外
に
出
る
こ
と
で
自
ら
が
感

染
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
気
づ
か
な
い
間
に
ウ
イ
ル
ス
を
移

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
宅
配
員
と
お
客
様
と
の
間
で
の
や
り
と
り
は
対
面
せ
ず

に
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
バ
イ
ト
を
地
元
で
あ
る
埼
玉
で
行
っ
て
み
た
。
一
件

5
0
0
円
前
後
で
配
達
料
が
支
給
さ
れ
、
い
つ
ど
こ
に
い

て
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
み
る
と
、
各
飲
食
店
で
様
々
な
対
策
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
出
入
り
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

常
備
さ
れ
て
い
る
店
や
、
商
品
を
受
け
取
る
際
に
他
の
お
客

様
と
の
接
触
が
な
い
よ
う
、
裏
口
か
ら
の
入
店
を
促
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
配
達
す
る
と
き
に
は
、
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
か
、
体
調
が
良
い
か
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
始
め
ら
れ
な
い
シ

ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
店
舗
の
取
り
組
み
を
肌
で
感
じ
る
良
い
機

お
界
中
を
苦
し
め
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
そ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。　

私
が
好
き
な
韓
国
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
別
名
：
防
弾
少
年
団
）
は
、
２
０
２
０

年
２
月
か
ら
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
全
面

的
に
延
期
し
た
。
今
年
出
来
な
い
の
な
ら
来
年
ま
た
や
れ
ば

良
い
と
い
う
簡
単
な
話
で
は
な
く
、
そ
の
収
益
を
見
越
し
て

の
投
資
や
次
の
ア
ル
バ
ム
制
作
活
動
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

が
動
い
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
大
幅
に
計
画
が
狂
っ
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
。 

ラ
イ
ブ
中
止
は
、
公
演
チ
ケ
ッ
ト
や
公
式
グ
ッ
ズ
の
収
益

は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
ラ
イ
ブ
映
像
を
収

録
し
た
ブ
ル
ー
レ
イ
の
発
売
な
ど
、
全
体
で
考
え
た
ら
大
規

模
な
損
害
だ
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
彼
ら
に
と
っ
て
１
番
重
大
な
問
題
な

の
が
、
韓
国
の
徴
兵
制
度
に
よ
り
、
最
年
長
の
メ
ン
バ
ー
が

今
年
の
１
２
月
ま
で
に
兵
役
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ
。
最
年
長
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
が
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も

メ
ン
バ
ー
全
員
が
行
く
の
か
、
そ
れ
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
メ
ン
バ
ー
全
員
が
揃
っ
て

ラ
イ
ブ
が
出
来
る
の
は
今
年
い
っ
ぱ
い
で
、
当
分
は
最
後
に

な
る
。

先
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
が
、メ
ン
バ
ー

全
員
が
口
を
揃
え
て
「
フ
ァ
ン
の
歓
声
が
聞
こ
え
な
い
と
力

が
湧
い
て
こ
な
い
。
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
会
っ
て
、
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
を
取
り
な
が
ら
ラ
イ
ブ
が
し
た
い
。」
と
語
っ
た
。

韓
国
ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
は
少
し
特
殊
で
、
大
体
の
曲
に

掛
け
声
が
あ
る
。
日
本
で
い
う
合
い
の
手
の
よ
う
な
も
の
だ
。

る
。
私
自
身
も
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
の
タ
レ
ン
ト
が
行
っ

た
Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
や
動
画

投
稿
に
元
気
を
も
ら
い
、
自
粛
期
間
で
気
持
ち
が
暗
い
な
か

で
も
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
エ
ン
タ

メ
は
、
夢
や
希
望
、
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
り
、
明
日
へ
の
活
力
に
繋
が
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
。
エ
ン
タ
メ
は
精
神
的
な
健
康
を
支
え
る
と

い
う
点
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
「
最
後
」

田
村.　

沙
香

　

２
０
１
９
年
の
年
末
頃
か
ら
徐
々
に
広
ま
り
、
今
も
な

自
分
自
身
が
行
く
予
定
だ
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
に

な
っ
た
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
分
に
と
っ
て
最
大
の
楽
し
み

で
あ
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
に
な
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
が
、
自
分
の
生
活
に
お
け
る
エ
ン
タ
メ
の
重
要
性
を
実
感

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

必
要
不
可
欠
な
エ
ン
タ
メ

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
の
中
止
な

ど
を
は
じ
め
、
エ
ン
タ
メ
が
不
要
不
急
だ
と
捉
え
ら
れ
る

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
、
エ
ン
タ
メ
は

不
急
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
要
で
は
な
い
と
考
え
る
。
実
際

に
、
外
出
自
粛
期
間
中
に
多
く
の
タ
レ
ン
ト
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
配
信
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
反
響
を
集
め
て
い

ジャニーズ WEST の過去のコンサートグッズ

実際に配達するときの様子

今回中止になったツアーのロゴ
https://www.johnnys-net.jp/
page?id=consta&artist=29
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イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
収

入
の
ほ
と
ん
ど
を
娯
楽
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
た
め
、
相
次
ぐ

ラ
イ
ブ
の
中
止
を
受
け
て
自
分
の
今
ま
で
の
生
活
を
見
直
す

機
会
が
増
え
た
。「
大
学
生
な
の
に
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」

と
感
じ
た
こ
と
で
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
と
き
の
自
分
の
生

活
に
つ
い
て
も
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
大
学
生
の
一
意
見
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が

社
会
的
に
見
て
も
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
影
響
を
受
け
た
事

例
は
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、「
前
よ
り
一
層
健
康
に
気
を
付

け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
や
「
仕
事
の
や
り
方
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
自
分
た
ち
の
身
近
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
が

起
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
大
き
な
例
と
し
て
も
、
ベ
ネ
チ

ア
の
運
河
で
は
観
光
客
の
減
少
に
よ
り
出
す
ゴ
ミ
が
な
く
な

り
、
水
上
交
通
量
も
ほ
ぼ
皆
無
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
綺

麗
で
澄
ん
だ
運
河
の
景
色
へ
と
戻
っ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

今
回
の
よ
う
に
9
人
の
話
が
9
通
り
あ
る
よ
う
に
、
人
類

の
数
だ
け
逸
話
が
あ
る
。
今
回
の
記
事
に
あ
る
一
人
一
人
の

問
題
と
社
会
的
事
象
を
重
ね
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
プ
ラ
ス

な
面
を
探
す
き
っ
か
け
や
、
感
染
拡
大
を
防
げ
る
手
助
け
に

な
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
た
。

内
容
で
も
、
自
ら
対
策
を
考
え
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
し
て
み

た
学
生
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
か
ら
の
今
後
の
連
絡
待
ち
で
収

入
が
な
い
ま
ま
先
に
進
め
な
い
学
生
と
、
人
に
よ
っ
て
様
々

で
あ
っ
た
。
生
活
が
一
変
し
た
学
生
の
中
に
は
身
近
な
人
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
亡
く
し
た
学
生
も
い
る
。
こ
の

よ
う
に
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

危
険
性
に
つ
い
て
よ
り
一
層
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
中
に
は
外
出
自
粛
期
間
を
利
用
し
て
料
理
や
洗

濯
な
ど
の
家
事
を
姉
妹
で
分
担
し
、
親
の
負
担
を
減
ら
そ
う

と
生
活
を
良
く
見
直
し
た
学
生
も
い
た
。
私
自
身
も
暗
い
話

題
だ
け
で
は
な
く
、
昼
食
を
自
分
で
作
っ
た
り
、
率
先
し
て

夕
飯
の
買
い
物
に
出
か
け
た
り
と
、
こ
の
期
間
を
利
用
し
て

で
き
る
限
り
の
手
伝
い
を
行
っ
た
。

ま
た
、
私
は
普
段
か
ら
大
学
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
趣
味
や
遊

び
に
時
間
を
割
い
て
い
た
た
め
あ
ま
り
家
に
い
る
時
間
が
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必

要
最
低
限
に
な
っ
て
い
た
り
、
近
く
に
住
む
祖
父
母
の
家
に

行
く
頻
度
も
月
に
一
度
だ
っ
た
り
と
か
な
り
親
不
孝
な
生
活

を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
で
外
に
出
る
時
間
が
一

切
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
祖
父
母
の
家

に
行
き
家
族
全
員
で
ご
飯
を
食
べ
た
り
と
、
家
族
と
過
ご
す

時
間
が
増
え
身
近
な
幸
せ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
与
え
る
影
響
は
全
て
が

マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
で
は
な
い
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業

界
も
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
っ
て
ラ
イ
ブ
の
中
止

が
相
次
ぎ
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
を
プ
ラ
ス

と
考
え
る
人
も
い
る
。
私
自
身
多
い
時
に
は
月
の
半
分
は
ラ

い
と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
る
。
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
個

人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。

診
療
の
た
め
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
人
の
移

動
が
発
生
す
る
な
ど
「
三
密
」
の
状
態
を
生
み
出
し
か
ね
な

い
状
況
か
ら
、「
不
急
の
治
療
」
を
延
期
す
る
こ
と
自
体
は

正
し
い
判
断
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
不
急
の
治
療
」
と
も

い
え
る
口
腔
ケ
ア
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

要
素
の
一
つ
に
な
り
得
る
た
め
、
不
急
の
治
療
や
歯
科
医
院

で
の
口
腔
ケ
ア
を
放
置
し
続
け
る
こ
と
も
問
題
だ
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
急
を
要
す
る
治
療
は
勿
論
の
こ
と

不
急
の
治
療
や
口
腔
ケ
ア
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
必
要
が
あ

る
と
い
え
る
。
そ
し
て
ま
ず
は
一
人
一
人
が
自
宅
に
お
け
る

口
腔
ケ
ア
を
意
識
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
だ
。
世
界
全
体
に

お
い
て
も
、
ま
ず
は
一
人
一
人
の
意
識
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

口
腔
ケ
ア
…
口
腔
の
疾
病
予
防
、
健
康
保
持
、
増
進
の
こ
と
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と.

生
活
の
変
化　

〜
終
わ
り
に
代
え
て
〜　

味
田　

萌
百

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
記
事

を
書
い
た
学
生
の
多
く
が
良
く
も
悪
く
も
生
活
が
一
変
し
た

様
子
を
記
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
休
業
し
た
と
い
う
同
じ

に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
治
療
を
進
め
る
。

「
私
が
働
い
て
い
る
歯
科
医
院
で
の
治
療
は
“
急
を
要
す

る
治
療
”
と
い
う
の
は
案
外
少
な
く
て
、『
不
急
の
治
療
』

が
ほ
と
ん
ど
な
の
」
と
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
く
母
は
話
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
「
不
急
の
治
療
」
に
お

い
て
は
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
患
者
さ
ん

も
少
な
く
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

て
か
ら
は
不
急
の
治
療
で
も
構
わ
ず
来
院
す
る
患
者
さ
ん
も

い
れ
ば
、
外
出
自
粛
を
継
続
し
不
急
の
治
療
で
は
来
院
し
な

も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
翻
訳
な

し
で
理
解
し
た
く
て
韓
国
語
を
必
死
に
勉
強
し
、
彼
ら
の
お

か
げ
で
出
会
っ
た
友
人
も
沢
山
い
る
。
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
思

い
出
を
挙
げ
た
ら
本
当
に
キ
リ
が
な
い
。

一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
、私
の「
最

後
」
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
を
今
は
願
う
ば
か
り
だ
。

「
不
急
の
治
療
」
は
必
要
か
！
？

阿
部.　

奈
々
歩

世
界
中
で
猛
威
を
奮
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

2
0
2
0
年
3
月
15
日
に
報
じ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
新
聞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
で
の
記
事
を
筆
頭
に
、
3
月
下

旬
か
ら
4
月
上
旬
に
か
け
て
「
歯
科
医
院
は
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
」
と
い
う
報
道
が
い
く
つ
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
報

道
を
受
け
て
、
緊
急
事
態
宣
言
中
で
も
営
業
を
続
け
る
歯
科

医
院
に
は
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

私
の
母
が
働
く
、
地
域
に
根
付
い
た
小
さ
な
個
人
経
営
の

歯
科
医
院
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
っ

て
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
。
院
内
の
消
毒
、
殺
菌
を
徹
底

し
て
行
う
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
歯
科
医
、
衛
生
士
全
員
が

マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し
た
上

で
営
業
し
て
い
る
。

患
者
も
通
院
の
際
、
検
温
結
果
や
家
族
の
感
染
状
況
な
ど

を
歯
科
医
院
に
報
告
し
た
り
、
手
指
は
勿
論
の
こ
と
口
内
の

殺
菌
消
毒
を
行
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
衛
生
面

曲
に
合
わ
せ
て
フ
ァ
ン
が
掛
け
声
を
す
る
こ
と
で
ア
イ
ド
ル

と
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。
や
は
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル

で
は
臨
場
感
や
一
体
感
、
迫
力
や
感
動
な
ど
、
何
か
ら
何
ま

で
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
全
く
違
う
。

私
が
彼
ら
の
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
の
は
２
０
１
８
年
の
11
月

が
最
後
で
、
去
年
の
私
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と

も
知
ら
ず
、
日
程
の
都
合
が
合
わ
な
い
の
を
理
由
に
「
来
年

行
け
ば
い
い
や
」
と
行
く
の
を
諦
め
た
。

高
校
１
年
生
の
時
に
彼
ら
と
出
会
い
、
一
気
に
夢
中
に
な

り
、
１
人
で
韓
国
ま
で
行
っ
て
ラ
イ
ブ
に
足
を
運
ん
だ
こ
と

延期されたツアーの宣伝動画
https://youtu.be/FZ7P7H7HHAA

母が働く歯科医院
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